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はじめに 

 

１　点検及び評価の趣旨 

 

　　「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」に基づき、教育委員会は、毎年、その権限に属する

事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を議会に提出する

こととなっています。 

　　また、点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者の知見の活用を図ること

となっています。 

　　音更町教育委員会では、これまでも各種計画に基づき効果的な教育行政を推進してきましたが、法

に基づく点検及び評価を行い、その結果を公表することで、町民の皆様に教育に関する事務の管理及

び執行の状況について説明するとともに、今後の施策・事業の展開等に活用し、より一層効果的な教

育行政の推進を図っていきます。 

 

 

２　点検及び評価の対象 

 

　　令和６年度の教育委員会の活動状況のほか、令和６年度教育行政執行方針に位置付けられて実施し

た施策・事業等を点検及び評価の対象としています。 

　　また、特に町民の方から関心が高いと思われる｢確かな学力の向上｣、｢健やかな体の育成｣、｢豊か

な心の育成｣について、現状や課題、今後の方向性等に関する点検・評価を行っています。 

 

 

３　点検及び評価の方法 

 

　　教育委員会が行った点検及び評価の客観性を確保するとともに、今後の取組に向けた活用を図るた

め、教育に関し学識経験を有する方から点検及び評価に関する意見や助言をいただきました。 

 

　　学識経験者　　　角　田　隆　二　氏　（帯広大谷短期大学講師） 

　　　　　　　　　　遠　藤　憲　晃　氏　（元中学校校長） 
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Ⅰ　点検及び評価の結果 

 

１　教育委員会の活動状況 

 

（１）会議の状況 

 

教育委員会の会議は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律及び音更町教育委員会

会議規則に基づき、教育長と４人の教育委員会委員が教育行政に関する基本的な方針の決

定や教育委員会規則の制定など、教育に関する様々な議題について審議します。 

令和６年度は、次のとおり会議を開催しており、それぞれの会議において、事務局から付

議案件の提案理由や説明を行った後、教育委員会委員の活発な質疑、審議を経て、いずれも

決定・了承されています。 

事務局では、教育委員会の会議の活性化と十分な審議を実施するため、各委員に議案・資

料等の事前説明を行うなど、審議がより活発なものとなるよう配慮しています。 

また、教育委員会会議の前に委員相互の意見交換をする場を設け（必要に応じ事務局も入

ります。）、日常の情報交流を図るとともに、教育委員会会議において委員の意見を反映させ

るため、付議案件以外に意見を提案する場を設けています。 

そのほか、町長と教育委員会が十分な意思疎通を図り、教育の実情やあるべき姿を共有す

ることを目的として開催している総合教育会議では、教育を行うための諸条件の整備など

教育を取り巻く環境の変化や課題について協議・調整を行っており、町の施策との調和を図

りつつ教育行政の様々な課題について効率的に取り組んでいます。 

今後も、学校訪問などの活動を充実させながら、積極的に教育行政を推進していく必要が

あると考えます。 

 

◎教育委員会会議（定例会・臨時会） 
 

 

 期　　日 付　　議　　案　　件

  

【臨時会】 

R6.4.12 

持ち回り会議 

 

（議案） 

・　音更町教育研究所所員の委嘱について 

－2－



 

 期　　日 付　　議　　案　　件

  

【定例会】 

R6.4.26 

[13:30～14:15]

 

（報告） 

・　教育委員会事務報告 

・　小学校卒業式及び小中学校入学式の実施状況について 

・　令和５年度全国学力・学習状況調査結果の分析について 

（議案） 

・　音更町立学校に係る部活動の方針の一部改定について 

・　音更町教育委員会行政組織規則の一部を改正する規則案 

・　音更町学校運営協議会委員の任命について 

・　音更町教育支援委員会委員の委嘱について 

・　音更町社会教育委員及び音更町公民館運営審議会委員の委嘱 

について 

・　音更町生涯学習推進協議会委員の委嘱について 

・　音更町文化財保護審議会委員の委嘱について 

・　音更町図書館協議会委員の委嘱について 

・　音更町スポーツ推進委員の委嘱について 

（協議案） 

・　教育委員会学校訪問について 

  

【定例会】 

R6.5.24 

[13:30～14:00]

 

（報告） 

・　教育委員会事務報告 

（議案） 

・　音更町立学校管理規則の一部を改正する規則案 

・　音更町立学校における働き方改革推進プラン（第３期）について 

・　音更町奨学資金審議会委員の委嘱について 

・　音更町教育研究所研究員の委嘱について 

・　音更町青少年対策委員会委員の委嘱について 

・　教職員人事の内申について 

（協議案） 

・　令和６年度補正予算（案）について 

・　教育委員会の学校訪問について 

・　教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価について 

  

【臨時会】 

R6.6.6 

[17:30～17:45] 

 

（協議案） 

・　音更町総合体育館・武道館指定管理者の公募について 
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 期　　日 付　　議　　案　　件

  

【定例会】 

R6.6.24 

[13:30～14:30]

 

（報告） 

・　教育委員会事務報告 

・　町内中学校教諭による不祥事事案について 

（議案） 

・　令和６年度第 12地区教科書採択地区調査委員会委員の推薦に 

ついて 

・　音更町学校運営協議会委員の任命について 

・　教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価に関する 

評価委員の選任について 

（協議案） 

・　教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の報告書 

について 

  

【定例会】 

R6.7.23 

[13:30～14:20]

 

（報告） 

・　教育委員会事務報告 

・　令和６年度教科書展示会での意見について 

（議案） 

・　音更町奨学資金支給者の決定について 

・　音更町いじめ問題等対策委員会委員の委嘱について 

  

【定例会】 

R6.8.28 

[13:30～14:20]

 

（報告） 

・　教育委員会事務報告 

（議案） 

・　教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の報告書 

について 

・　令和７年度に使用する小学校用及び中学校用教科用図書の採択に 

ついて 

・　音更町立学校職員の処分の内申について 

・　外国語指導助手の採用について 

・　音更町教育支援委員会委員の委嘱について 

・　令和７年度北海道公立学校長採用候補者の推薦について 

（協議案） 

・　令和６年度補正予算（案）について 
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 期　　日 付　　議　　案　　件

  

【定例会】 

R6.9.18 

[13:40～14:20]

 

（報告） 

・　教育委員会事務報告 

・　令和６年度全国学力・学習状況調査の結果について 

（議案） 

・　令和７年度北海道公立学校主幹教諭昇任候補者の推薦について 

・　音更町教育委員会事務局職員の人事について 

  

【定例会】 

R6.10.22 

[15:30～16:05]

 

（報告） 

・　教育委員会事務報告 

・　町立中学校教諭の不祥事事案について 

・　おとふけ「教育を考える日」記念フェスタの進捗状況について 

（議案） 

・　音更町就学援助審議会規則の一部を改正する規則案 

・　令和６年度音更町文化奨励賞等表彰者の決定について 

・　音更町指定管理者選定委員会委員の委嘱について 

  

【定例会】 

R6.11.26 

[15:40～16:15]

 

（報告） 

・　教育委員会事務報告 

（議案） 

・　音更町総合体育館・武道館に係る指定管理者の候補者の選定に 

ついて 

・　音更町就学援助審議会委員の委嘱について 

（協議案） 

・　音更町職員定数条例の一部改正について 

・　音更町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の 

一部を改正する条例案 

・　令和６年度補正予算（案）について 

  

【臨時会】 

R6.12.6 

持ち回り会議 

 

（議案） 

・　音更町学校給食費の徴収に関する規則の一部を改正する規則案 

・　音更町立学校職員の在宅勤務実施要綱案 
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 期　　日 付　　議　　案　　件

  

【定例会】 

R6.12.24 

[14:15～15:10]

 

（報告） 

・　教育委員会事務報告 

・　おとふけ「教育を考える日」記念フェスタの開催結果について 

・　いじめの重大事態について 

（議案） 

・　音更町立学校管理規則の一部を改正する規則案 

・　音更町就学援助規則案 

（協議案） 

・　令和７年度教育委員会予算編成に伴う主要事業の概要について 

  

【定例会】 

R7.1.24 

[15:00～15:20]

 

（報告） 

・　教育委員会事務報告 

（議案） 

・　音更町児童生徒文化・スポーツ賞選考委員会委員の委嘱について 

・　音更町立学校職員の処分の内申について 

  

【定例会】 

R7.2.17 

[15:20～16:10]

 

（報告） 

・　教育委員会事務報告 

（議案） 

・　令和６年度音更町スポーツ賞等被表彰者の決定について 

・　音更町いじめ重大事態第三者調査委員会委員の委嘱について 

・　教職員人事の内申について 

（協議案） 

・　令和６年度補正予算（案）について 

・　令和７年度教育委員会予算（案）及び主要事業について 

  

【臨時会】 

R7.3.3 

持ち回り会議 

 

（議案） 

・　音更町部活動の地域移行に関する推進計画（素案）について 

（協議案） 

・　令和６年度補正予算（案）について 

・　令和７年度補正予算（案）について 
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◎総合教育会議 
 

 

 

 期　　日 付　　議　　案　　件

  

【定例会】 

R7.3.21 

[14:00～14:40]

 

（報告） 

・　教育委員会事務報告 

・　中学校卒業式の実施状況について 

・　令和６年度いじめに関する実態調査報告について 

・　令和５年度音更町における体力・運動能力調査結果の分析に 

ついて 

（議案） 

・　音更町奨学資金支給条例施行規則の一部を改正する規則案 

・　音更町図書館条例施行規則の一部を改正する規則案 

・　教職員人事の内申について 

・　音更町教育委員会事務局職員の人事について 

  

【臨時会】 

R7.3.31 

持ち回り会議 

 

（議案） 

・　音更町教育委員会行政組織規則の一部を改正する規則案 

・　音更町教育委員会事務決裁規程の一部を改正する訓令案 

（協議案） 

・　令和７年度教育行政執行方針（案）について 

・　令和７年度補正予算（案）について 

・　音更町部活動の地域移行に関する推進計画（案）について 

・　音更町立学校情報機器等の整備（更新）に関する計画（案）に 

ついて 

 期　　日 付　　議　　案　　件

  

R7.2.17 

[13:15～14:35] 

 

（協議案）教育に関する諸条件の整備について 

・　部活動地域移行に関する取組 
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（２）規則等の制定・改廃の状況　 

 

　令和６年度に制定・改正された教育委員会の規則・訓令及び教育関係の条例は次のとおり

です。 

 

ア　条例 

 

イ　規則 

 

ウ　訓令 

 

 

 題　　　　　　　　　　　名 公布年月日 施行年月日

  

・　音更町職員定数条例の一部改正 

・　音更町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する

条例の一部を改正する条例 

 

R6.12.17 

R6.12.17

 

R7. 4. 1 

R6.12.17

 題　　　　　　　　　　　名 公布年月日 施行年月日

  

・　音更町教育委員会行政組織規則の一部を改正する規則 

・　音更町立学校管理規則の一部を改正する規則 

・　音更町就学援助審議会規則の一部を改正する規則 

・　音更町学校給食費の徴収に関する規則の一部を改正する

規則 

・　音更町立学校管理規則の一部を改正する規則 

・　音更町奨学資金支給条例施行規則の一部を改正する規則 

・　音更町図書館条例施行規則の一部を改正する規則 

・　音更町教育委員会行政組織規則の一部を改正する規則 

 

R6. 4.26 

R6. 5.24 

R6.10.22 

R6.12. 6 

 

R6.12.24 

R7. 3.21 

R7. 3.21 

R7. 3.31

 

R6. 4.26 

R6. 5.24 

R6.10.22 

R7. 1. 1 

 

R7. 1. 1 

R7. 4. 1 

R7. 4. 1 

R7. 4. 1

 題　　　　　　　　　　　名 公布年月日 施行年月日

  

・　音更町教育委員会事務決裁規程の一部を改正する訓令 

 

R7. 3.31

 

R7. 4. 1
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（３）表彰の状況 

 

ア　音更町文化奨励賞等 

　　〔音更町の文化の高揚と発展に寄与した個人又は団体を表彰〕 

 

①　文化奨励賞：（科学・芸術・教育等を通じ、音更町の文化の進展に著しく貢献した個

人又は団体を表彰） 

 

 氏　　　　　名 表　　　彰　　　事　　　由

 個人 市瀬　隆士 平成７年の音更陶芸研究会創立時から事務局長と

して活動し、平成１１年４月から現在まで会長を務

め、会の運営と後進の育成に尽力された。月４回の例

会を開催し、陶芸の技術向上に努めるとともに、音更

町生涯学習フェスティバルや音更町文化祭などにお

いては作品の出展に加え、陶芸講師を務め、陶芸文化

の普及、地域活動に貢献された。さらに、平成２６年

４月から平成２９年３月まで音更町文化協会理事、平

成２９年４月から現在まで同監事を務め、音更町の文

化の発展に大きく貢献された。

 個人 山田　愛花 毎日新聞社、一般財団法人毎日書道会主催の第７５

回毎日書道展 U２３近代詩文書部において U２３毎日

賞を受賞した。

 個人 萱森　駿 北海道高等学校文化連盟第５７回全道高等学校書

道展において北海道高等学校文化連盟賞を受賞した。

 団体 音更錦玉会 

代表　西野　史子 

 

昭和 49 年 4 月設立

　昭和４９年に会を発足し、毎月２回例会を開催して

民謡の研鑽に努め、技量向上を図るとともに、民謡の

普及に貢献された。また、町内にとどまらず、道内の

大会に出場するほか、音更町文化祭や十勝管内で開催

されている多くの行事に参加し、音更町の文化の発展

に大きく貢献された。

 団体 文優会 

代表　菱沼　萬里子 

 

昭和 53 年 8 月設立

　昭和５３年に会を発足し、毎月３回の例会や４６年

間継続しておひきぞめ会を開催し、琴の技術向上に努

めている。また、平成１０年から町内各所の高齢者福

祉施設への慰問や幼稚園への訪問、令和４年からは町

内小学校での演奏を行っているほか、音更町文化祭や

十勝管内の芸能発表会など多くの行事に参加し、地域

活動に貢献された。
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②　文化奨励特別賞：（音更町の文化の振興発展に貢献し、その功績が特に顕著な個人又

は団体を表彰） 

  　　　該当なし　 

 

イ　音更町スポーツ賞等 

　　〔音更町のスポーツの分野において優秀な成績を収めた者及びスポーツの振興に寄与

した個人又は団体を表彰〕 

 

①　スポーツ賞（全国・全道規模の大会で優秀な成績・記録を収めた個人又は団体） 

【個人】 

 

 氏　　　　　名 表　　　彰　　　事　　　由

 団体 音更福智会 

代表　矢竹　敏江 

 

昭和 61 年 4 月設立

昭和６１年に会を発足し、毎月４回の研修を行い、

詩吟の研鑽に努め、技量向上を図るとともに、詩吟の

普及に貢献された。また、平成２７年から令和元年ま

で町内各所の高齢者福祉施設への慰問を行うほか、町

内にとどまらず、十勝管内で開催されている多くの行

事に参加し、地域活動に貢献された。

 団体 花形流剣武詩舞道音更会 

代表 

渡部　麗子 

 

平成 6年 1月設立

平成６年に会を発足し、週２回例会を行い、剣武の

研鑽に努め、技量向上を図るとともに、剣武の普及に

貢献された。また、十勝管内の高齢者福祉施設への慰

問を行うほか、町内にとどまらず、道内で開催されて

いる多くの行事に参加し、地域活動に貢献された。

 氏　　　　　名 年　齢 所　　　　　　属 種　　　　　目

 野口　杏菜 

駒形　和花 

水上　翔汰朗 

小林　皇雅 

長嶋　奏音 

坂本　みなみ 

渡邊　麻妃 

阿蘓　琴羽 

香川　聖良 

森川　晴香 

大槻　清香 

長岡　凌佑 

髙橋　遼太朗 

小林　彪雅 

鈴木　涼太 

角藤　喜音 

渡部　勝美

10 

10 

11 

13 

14 

14 

14 

15 

15 

15 

15 

15 

16 

16 

17 

18 

66

木野東小学校 

木野東小学校 

東士幌小学校 

音更中学校 

音更中学校 

下音更中学校 

下音更中学校 

下音更中学校 

下音更中学校 

共栄中学校 

共栄中学校 

札幌静修高等学校 

札幌静修高等学校 

駒澤大学付属苫小牧高等学校 

白樺学園高等学校 

帯広工業高等学校 

音更町陸上競技協会

スピードスケート 

スピードスケート 

柔道 

卓球 

卓球 

バレーボール 

バレーボール 

バレーボール 

バレーボール 

バレーボール 

バレーボール 

ハンドボール 

ハンドボール 

卓球 

硬式野球 

アーチェリー 

陸上
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【団体】 

 

②　スポーツ奨励賞（全国・全道規模の大会で上位入賞、十勝大会で優秀な成績） 

【個人】 

 

③　スポーツ功労賞（本町におけるスポーツの普及振興に貢献のあった個人又は団体） 

【個人】 

 

 

（４）研修会等への参加の状況　 

 

　教育委員会では、各種研修会に参加し、他市町村教育委員会との情報交換や、研修に努め

ているほか、教育行政に関する調査・研究を行っています。 

　令和６年度は、北海道市町村教育委員会研修会に参加し、教育をめぐる現状や課題につい

て学ぶとともに、教育委員の役割について理解を深めています。また、星槎もみじ中学校（札

幌市厚別区）を視察し、「子どもの実態に学校が合わせる」ことで不登校の生徒に配慮した

特別な教育課程を実施し、学びの多様化に対応した運営体制やその課題などについて情報

を得ています。 

 団　　　体　　　名 種　　　　　目

 木野東バレーボール少年団（8名） バレーボール

 Ｒ・Ｙスパークス（12名） バレーボール

 音更ハンドボールクラブ（15 名） ハンドボール

 駒場中学校女子ハンドボール部 

拠点校部活動（9名）
ハンドボール

 氏　　　　　名 年　齢 所　　　　　　属 種　　　　　目

 佐藤　晴人 

三上　芽生 

中山　心愛 

三浦　玲那 

安田　塙史 

清水　昴瑠 

福井　悠斗

16 

16 

17 

17 

17 

18 

18

白樺学園高等学校 

白樺学園高等学校 

白樺学園高等学校 

白樺学園高等学校 

白樺学園高等学校 

白樺学園高等学校 

帯広工業高等学校

陸上 

陸上 

陸上 

陸上 

陸上 

陸上 

バドミントン

 氏　　　　　名 年　齢 所　　　　　　属 種　　　　　目

 渡　幸雄 

乾　寿夫

70 

68

音更剣道連盟 

音更町アーチェリー協会

剣道 

アーチェリー

 年月日 場　所 研　　　修　　　会　　　等 参加者

 
R6.7.17 

～7.18
札幌市

視察研修（星槎もみじ中学校） 

第５９回北海道市町村教育委員会研修会

５名 

（事務局１名

を含む）

 
R7.1.28 ZOOM 会議 十勝管内市町村教育委員会教育委員研修会 ５名
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（５）学校訪問の状況　 

 

ア 小中学校の訪問 

　教育委員会では、教育長、教育委員全員と事務局職員合わせて９名で町内全小中学校を１

校当たり１時間程度訪問し、それぞれの学校の取組について実情把握に努めています。 

　校長から学校経営の重点及び懸案事項の説明を受けた後、授業参観を行い、子どもたちの

学びの様子を見学しています。その後、校長・教頭との意見交換を行い、学校運営・教育環

境等様々な点について現状と課題を把握し、より良い教育環境の整備に努めています。また、

学校訪問の際には、一部の学校において学校給食の試食も行っております。 

　令和６年度は、「安心して学べる学校づくりに向けた取組について」を重点テーマに訪問

し、子どもたちの心理的安全性の確保が重要視される中、全ての児童生徒にとって学校・学

級が安全・安心に学べる居場所とするための取組などについて意見交換を行うとともに、教

職員と教育委員の顔合わせとして、職員室において教育長からの挨拶と各教育委員の自己

紹介等を行い、交流を図っております。 

 

 

イ 北海道音更高等学校（以下「音更高校」）の訪問 

　本町唯一の高校である音更高校は、これまでも地域を担う人材を多く輩出し、町と連携し

た生涯学習プログラムの推進や地域社会と連携した教育、地域活性化に寄与する活動を展

開しています。また、令和６年度から北海道ＭＡ＋ＣＨプロジェクト（地学協働まちづくり

推進事業）の指定を受け、地域の担い手となる人材育成の取組を始めました。今後も地域に

開かれた特色のある高校づくりを継続し、入学希望者増につながる取組を支援していくた

め、意見交換会を令和６年１１月２６日に開催し、音更高校の現状や課題、今後の展望等に

ついて情報共有を行いました。 

 

 

（６）町民への情報提供の状況 

 

　教育委員会では、教育に関する制度や手続、行事等の周知を図るために、様々な情報を提

供しています。 

　今後もホームページや町広報紙等を活用し、情報提供の方法を工夫しながら、より一層わ

かりやすく様々な情報を提供していく必要があると考えています。 

 訪問年月日 訪　　　問　　　学　　　校　　　名

 
R6.6.24 下音更小学校、鈴蘭小学校

 
R6.6.28 東士狩小学校、木野東小学校、緑陽台小学校、緑南中学校

 
R6.7. 3 下音更中学校、駒場中学校、駒場小学校

 
R6.7. 8 音更小学校、音更中学校、西中音更小学校

 
R6.8.28 柳町小学校、東士幌小学校

 
R6.9.18 下士幌小学校、共栄中学校
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ア　広報紙の活用 

　　毎月発行している広報「おとふけ」で教育に関する各種情報の提供に努めました。 

（主な掲載情報） 

・「生涯学習のまど」ＯＯＪＣオープンカレッジ等の各種講座の紹介 

・「図書館通信」新着・おすすめ図書の紹介、図書館行事のお知らせ 

・その他（小規模特認校の紹介、各種助成制度の案内等） 

 

イ　ホームページの活用 

　　ホームページの管理・運営を通じて、教育委員会の活動を町民にお知らせしています。 

（主な掲載情報） 

・音更町の教育目標 

・音更町の教育行政執行方針 

・小中学校ホームページ 

・学校教育関係（区域外就学、就学援助等） 

・社会教育関係（施設の紹介・空き状況/予約、生涯学習等） 

・図書館（蔵書検索） 

・教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の報告書 

・総合教育会議の会議結果（要旨） 

・定例の教育委員会会議の会議結果（要旨） 

・社会教育委員協議会等の審議会の会議結果（要旨） 

 

ウ　音更町公式ＬＩＮＥ等のＳＮＳの活用 

　　町公式ＬＩＮＥ、Ｘ、Ｉｎｓｔａｇｒａｍ などのＳＮＳを活用し、各種事業の開催告知や

実施状況などを随時発信しています。 
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教育委員会 （令和７年４月１日現在）

教育委員会の組織 （令和７年４月１日現在）

（７）　教育委員会の組織

職　名 氏　　名 就　　任　　日 期数 現任期満了日

教育長 福　地　　　隆 令和２年４月１日 ３期目 令和９年３月31日

教育長職務代理者 田　中　義　博 平成16年11月２日 ６期目 令和10年11月１日

委　員 種　川　　　健 平成27年11月５日 ３期目 令和９年11月４日

委　員 川　井　麗　子 平成28年11月２日 ３期目 令和８年11月１日

委　員 髙　橋　敬　貴 令和４年１月20日 １期目 令和８年１月19日

事務局

総務係

教育総務課 施設係

食育健康係

学校教育
部　　長

学校教育係
学校教育課

教育推進係

教育長

教育長職務代理者 生涯学習係

委　員 生涯学習課 社会教育係

委　員 青少年係

委　員

総務係
文化センター

事業係

生涯学習
部　　長

総務係
図　書　館

図書係

スポーツ係
スポーツ課

施設管理係
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２　重点的な評価 

 

（１）確かな学力の向上 

 

　音更町教育委員会では、教育行政執行方針において、基礎的・基本的な知識及び技能を確実に身につけ、そ

れらを活用できる学力を育むことが重要であると捉え、学校と家庭が連携して、「生きる力」の基盤となる確

かな学力の向上を推進していくこととしています。その取組を進める上で、子どもの学力の傾向を把握して課

題を捉えるために、全国学力・学習状況調査に参加し、小学校６年生と中学校３年生を対象に、国語、算数、

数学について全数調査を行っております。さらに児童・生徒質問紙についてのクロス集計も行い、その分析結

果を活用しています。 

 

① 児童生徒の学力の現状と課題　 

 

令和６年度調査の分析・考察 

【小学校】 

＜総評＞ 

　国語、算数ともに全国・全道平均を下回る結果となった。国語は全国平均を5.7ポイント、算数は全国平

均を6.4ポイント下回る結果となった。 

　近年は、国語、算数ともに全国・全道平均を下回る状況が続いている。 

 

＜学習指導要領の内容・領域・評価の観点・問題形式＞ 

○　国語は、学習指導要領における「知識及び技能」、「思考力、判断力、表現力等」の全てが全国平均を 

下回っている。 

また、「思考力、判断力、表現力等」における「書くこと」、「読むこと」は、いずれも全国平均を下 

　　　 回り、特に「読むこと」は全国平均を6.0ポイント下回ったほか、問題形式別に見ると、短答式での

正答率が全国平均を10.5ポイント下回る結果となった。　 

○　国語の問題で全国と比較し、正答率が最も低かった問題は、「漢字を文の中で正しく使うことができ

るかどうかをみる」問題で全国平均を16.8ポイント下回った。 

　　また、全国と比較し、正答率が最も高かった問題は、「図などによる語句と語句との関係の表し方を

理解し使うことができるかどうかをみる」問題であった。 

○　算数は、全領域・評価の観点において全国平均を下回っている。その中で、一番低かったのは、「数

と計算」の領域で、「問題場面の数量の関係を捉え、式に表すことができるかどうかをみる」問題で全

国平均を10.5ポイント下回った。 

  　また、全国と比較し、正答率が最も高かった問題は、「直方体見取図について理解し、かくことがで

きるかどうかをみる」問題であった。 

○　国語は、全14問中10問で無回答率が全国平均を下回っており、粘り強く問題と向き合っているが、

算数は、無回答率が全国平均を下回ったのが16門中4問に留まった。 

○　国語、算数とも問題形式に注目すると正答率が低い、無回答率が高かったのは、いずれも自分の考え

を記述する問題であることから、日々の学習の「振り返り」や「学んだことの要約」など、自分の言葉

で表現する機会の積み重ねなどが必要である。 
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【中学校】 

＜総評＞ 

　国語は全国・全道平均を下回り、数学は全道平均を上回ったが、全国平均を若干下回る結果となった。国

語は全国平均を1.1ポイント、数学は全国平均を0.5ポイント下回る結果となった。 

 

＜学習指導要領の領域・評価の観点・問題形式＞ 

　○　国語は、学習指導要領における「思考力、判断力、表現力等」の全てが全国平均を下回り、特に、「読

むこと」において、全国平均との差が大きかった。 

○　国語の問題で全国と比較し、正答率が最も低かった問題は、「目的に応じて必要な情報に着目して要

約することができるかどうかをみる」問題で全国平均を5.7ポイント下回った。 

また、全国と比較し、正答率が最も高かった問題は、「表現の技法について理解しているかどうかを

みる」問題で全国平均を2.1ポイント上回った。 

　　○　数学は、学習指導要領の領域別では、「図形」「関数」が全国平均を上回り、「数と式」、「データの活

用」は全国平均を下回った。 

　　○　数学の評価の観点別では、「知能及び技能」、「思考力、判断力、表現力等」のいずれも全国平均を下回

った。 

○　数学の問題で全国と比較し、正答率が最も低かった問題は、「複数の集団のデータの分布から、四分

位範囲を比較することができるかどうかをみる」問題で全国平均を11.8ポイント下回った。 

また、全国と比較し、正答率が最も高かった問題は、「事象を角の大きさに着目して観察し、問題解決

の過程や結果を振り返り、新たな性質を見いだすことができるかどうかをみる」問題で全国平均を4.4

ポイント上回った。 

○　国語、数学とも問題形式に注目すると正答率が低い、無回答率が高かったのは、いずれも記述する問 

題であるが、国語においては、「表現の効果を考えて描写するなど、自分の考えが伝わる文章になるよう

に工夫することができるかどうかをみる」問題に課題があり、説明の仕方を例示して考えさせるなど、

生徒の実態に即して記述の仕方の定着を図る必要がある。 
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【児童・生徒質問紙】 

 

１　 学校の授業時間以外に、普段（月～金曜）、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか。 

 
＜小学校＞ 

　 

 

＜中学校＞ 

 

 

 「１時間以上勉強している」と回答した割合は、44.5％で全国・全道平均を下回った。経年比較で

は、「１時間以上勉強している」という回答が近年減少していたが、前年度を2.2ポイント上回った。

なお、6年生児童378人中104人（27.5％）が、勉強時間を「３０分より少ないまたは全くしない」

と回答しており、前年度を7.0ポイントも上回っている。 

 

 「１時間以上勉強をしている」と回答した割合は、61.5％で全国平均を2.3ポイント下回った。ま

た、全体の27.2％が「２時間以上、３時間より少ない」と回答し、全道平均を上回った。経年比較で

は、「１時間以上勉強をしている」と回答した割合が、前年度を4.4ポイント上回ったものの、令和4

年度以前よりも減少傾向にある。各学校では、家庭での学習習慣の定着に向けて、自分で計画的に学

習できるよう指導する必要がある。

【令和６年度】　　　　　　　　　　　　　【経年比較】

【令和６年度】　　　　　　　　　　　　　【経年比較】
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２　 算数・数学の授業の内容は、よく分かりますか。 

※グラフの「分かる」は、「当てはまる」・「どちらかといえば、当てはまる」の合計 
 

＜小学校＞ 

 

 

＜中学校＞ 

 

 
 

 

 「分かる」と回答した割合は78.3％で全国平均を3.8ポイント下回ったが、全道平均と同じポイ

ントであった。経年比較では、近年、「分かる」との回答率が80％を超え、高い水準を維持していた

が、80％を下回った前年度と同じポイントであり、「分からない」と感じる児童が横ばいとなってい

る。各学校では、児童が探求したい課題を設定し、主体的な学びを推進する取組が必要である。

 

  「分かる」と回答した割合は、79.4％で前年度を下回ったが、全国平均を3.7ポイント、全道平均

を6.4ポイント上回った。経年比較では、「分かる」との回答率が70％台の高水準を維持してきた近

年の中で2番目に高い割合となった。各学校では、引き続き生徒の興味・関心を生かした自主的、自

発的な学習を促す取組が必要である。

【令和３年度】　　　　　　　　　　　　　【経年変化】【令和６年度】　　　　　　　　　　　　　【経年比較】

【令和６年度】　　　　　　　　　　　　　【経年比較】
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３　昨年度までに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいたと思いま

すか｡ 

※グラフの「取り組んでいた」は、「当てはまる」・「どちらかといえば、当てはまる」の合計 
 

＜小学校＞ 

 

 

＜中学校＞ 

 

 

 「課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいた」と回答した割合は、82.8％で全国平

均を0.9ポイント、全道平均を1.4ポイント上回った。経年比較では、「取り組んでいた」との回答が

前年度を3.4ポイント上回り、高い水準を維持している。各学校では、主体的に学習に取り組めるよ

う、自分の学びや変容を自覚できる場面の設定が重要である。

 

 「課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいた」と回答した割合は、86.1％で全国平均を

5.8ポイント、全道平均を7.4ポイント上回った。経年比較では2年連続で前年度を上回り、高い水準を

維持している。小学校同様、主体的に学習に取り組めるよう、自分の学びや変容を自覚できる場面の設

定が重要である。

【令和６年度】　　　　　　　　　　　　　【経年比較】

【令和６年度】　　　　　　　　　　　　　【経年比較】
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４　話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていると思いますか。 

※グラフの「できている」は、「当てはまる」・「どちらかといえば、当てはまる」の合計 
  

＜小学校＞ 

 

 

＜中学校＞ 

 

  

 

 「話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができている」と回答した割合

は、87.0％で全国平均を0.7ポイント、全道平均を0.3ポイント上回った。経年比較では、2年連続

で前年度を上回り、高い水準を維持している。各学校では、学習支援アプリ等ＩＣＴを活用した「個

別最適な学び」、「協働的な学び」の一層の推進が求められる。

 

 「話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができている」と回答した割

合は90.4％で、全国平均を4.3ポイント、全道平均を4.2ポイント上回った。経年比較では、近

年、「できている」との回答が80％台で推移していたが、前年度を大きく上回り90％台となった。引

き続き小学校同様ＩＣＴを活用した「個別最適な学び」、「協働的な学び」の一層の推進が求められ

る。

【令和６年度】　　　　　　　　　　　　　【経年比較】

【令和６年度】　　　　　　　　　　　　　【経年比較】
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５　将来の夢や目標をもっていますか。 

※グラフの「もっている」は、「当てはまる」・「どちらかといえば、当てはまる」の合計 
 

＜小学校＞ 

 

 

＜中学校＞ 

 

 

 「将来の夢や目標をもっている」と回答とした割合は、81.1％で全道平均を0.7ポイント上回っ

た。経年比較では、「もっている」との回答が近年、減少傾向で推移しているものの、80％台を維持

している。引き続き学級活動や総合的な学習の時間などにおいて、キャリア教育の計画的な推進が求

められる。

 

 「将来の夢や目標をもっている」と回答した割合は、67.2％で全国平均を3.5ポイント、全道平均

を4.0ポイント上回った。経年比較では、近年、減少傾向にて推移していたが、今年度は前年度を4

ポイント上回った。小学校と比較すると割合が低いことから、更に将来への展望、挑戦心などを高め

ていくための指導が求められる。

【令和６年度】　　　　　　　　　　　　　【経年比較】

【令和６年度】　　　　　　　　　　　　　【経年比較】
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６　自分には、よいところがあると思いますか。 

※グラフの「ある」は、「当てはまる」・「どちらかといえば、当てはまる」の合計 

 
＜小学校＞ 

 

 

＜中学校＞ 

 

 

 

 「自分には、よいところがある」と回答した割合は83.3％で、全国平均を0.8ポイント下回ったが、

全道平均を0.9ポイント上回った。経年比較では、「ある」との回答が2年連続で80％台を維持して

おり、増加傾向にある。引き続き学校や家庭において、児童の成果や努力を認めることで、達成感、

自己肯定感等を高めることが重要である。

 

 「自分には、よいところがある」と回答した割合は81.1％で、全国平均を2.2ポイント、全道平

均を1.9ポイント下回った。経年比較では、「ある」との回答が、近年の減少傾向から、前年度は

7.3ポイント上昇したものの、今年度は前年度を2.9ポイント下回った。引き続き主体的・対話的で

深い学びや個別最適な学びを通じ、自己有用感等を高めることが重要である。

【令和６年度】　　　　　　　　　　　　　【経年比較】

【令和６年度】　　　　　　　　　　　　　【経年比較】
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７　いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか。 

※グラフの「思う」は、「当てはまる」・「どちらかといえば、当てはまる」の合計 
 
＜小学校＞ 

 

 

＜中学校＞ 

 

 

 「いじめはどんなことがあってもいけないこと」と回答した割合は、97.1％で、全国平均を0.4ポ

イント上回ったが、全道平均を0.2ポイント下回った。経年比較では、「思う」との回答が前年度を

若干下回ったが、高い水準を維持している。引き続き道徳教育の充実を図るとともに、教職員がアン

テナを高くし、日常生活のあらゆる場面を捉え、他者を尊重する態度を養う指導が必要である。

 

 「いじめはどんなことがあってもいけないこと」と回答した割合は、96.6％であり、全国・全道平

均の95.7％を若干上回った。経年比較では、「思う」と回答した割合が前年度を下回ったが、いじめ

に対する認識は高い水準を維持している。なお、小学校同様、引き続き道徳教育の充実を図るととも

に、教育活動全体を通して他者を尊重する態度を養う指導が必要である。

【令和６年度】　　　　　　　　　　　　　【経年比較】

【令和６年度】　　　　　　　　　　　　　【経年比較】
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【クロス集計分析】※各教科の正答率と児童生徒用質問紙の調査結果をかけ合わせて集計・分析したもの 

○「国語、算数・数学の授業内容はよく分かるか」という質問に対して「当てはまる」と回答した児童生徒の

国語、算数・数学の正答率は「当てはまらない」と回答した児童生徒の正答率を上回っている。 

○「あなたの家には、およそどれくらいの本がありますか（雑誌、新聞、教科書は除く）」という質問に対して

「501冊以上」と回答した児童生徒の国語、算数・数学の正答率は、「0～10冊」と回答した児童生徒の正答率

を10ポイント以上回っており、特に中学生は30ポイント以上上回った。 

〇「学校に行くのは楽しいか」という質問に対して「当てはまる」と回答した児童生徒の国語、算数・数学

の正答率は、前年度が「当てはまらない」と回答した児童生徒の正答率を10ポイント以上上回っていた

が、5ポイント未満に差が縮まった。 

〇「わからないことや詳しく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工夫することはできてい

ますかりますか」という質問に対して「できている」と回答した児童生徒の国語、算数・数学の正答率

は、「できていない」と回答した児童生徒の正答率を20ポイント以上上回っている。 

 

②　学力向上のための取組 
 

◆教育委員会の主な取組 

１　全国学力・学習状況調査の分析と検証を行い、「音更町の学力の傾向と改善のポイント」としてまと

め、学習指導の改善や学習意欲の向上に資する基礎資料を提示 

２　特別支援教育の推進のため、特別支援教育学習支援員を小中学校13校に37人を配置、複式教育学習

支援員は２人配置し、小学校４校を巡回 

３　令和６年度は小学校１、２年生で30人を超える学級等に対し町費負担教諭４人を配置 

４　教育相談や各種指導助言業務、学校と教育委員会の連携のため、教育推進員２人と学校教育相談員１

人を配置 

５　指導方法工夫改善事業、少人数学級実践研究事業（小６・中１）等を活用し、教諭の加配等による学

習環境の向上を実施 

６　教職員の資質の向上を図るため、教職員研修（校内研修、道内研修、実践指定校事業）への補助と研

修の充実 

７　学級文庫を小学校６校に配置し、夏・冬休みに本の入替を実施、また、移動文庫として小学校５校に

出向き、毎月本の入替と低学年を対象とした読み聞かせを実施 

８　退職校長と連携し、長期休業中（夏季・冬季）に「熟年先生から学ぼう講座」を実施 

９　外国語でコミュニケーションを図る基盤となる資質・能力を育成するため、小中学校の外国語授業に

外国語指導助手２人を派遣 

10　ＧＩＧＡスクール構想に基づき町内全ての児童生徒にタブレット端末を配布し、小中学校において 

「個別最適な学び」と「協働的な学び」が両立する授業を実践 

11  小学校の全児童を対象に学習支援アプリを導入し、タブレット端末の効果的な活用を促進 

12　中学校全校で英語学習支援ツール「ワールドクラスルーム」のトライアル活用を実施 

 

◆学校の主な取組 

１　全国学力・学習状況調査やＣＲＴ（標準学力検査）の分析結果に基づく学校改善プランの作成と組織的 

な取組の推進 

２　分かる授業（課題提示と振り返りの時間の確保）を目指す授業改革 

３　ＩＣＴを活用した子どもを主語とした授業展開 
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４　特別に配慮を要する児童生徒等に対する補充的な学習サポートや習熟度別指導の充実  

５　加配教諭、町費負担教諭及び学習支援員等による学習指導の充実 

６　教職員の資質の向上を図るため、校内研修の充実と各種研修への積極的な参加 

７　宿題や家庭学習専用ノートのほか、デジタルドリルを活用した家庭学習の充実 

８　「家庭学習のすすめ」を活用した家庭での学習習慣の啓発 

９　幼保・小・中の円滑な接続による学びの連続性の確保 

 

 

◆家庭や地域との連携 

１　保護者及び地域住民に対する学習の機会及び情報の提供 

２　学校と連携し、「早寝･早起き・朝ごはん」などによる基本的な生活習慣の定着と学習習慣の確立 

３　リズムのある規則正しい生活ができるようＰＴＡ等と連携した啓発活動 

 

 

◆地域学校協働活動の推進 

１　地域（主に町内）人材を活用した外部講師の確保と充実による多様な学習機会の提供 

２　ふるさと教育や、主権者教育などの社会参画教育を通じた「ふるさと音更」を愛する人材の育成 

３　キャリア教育による、「ふるさと音更」の将来を担う子どもたちへの勤労観、職業観の醸成 
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（２）健やかな体の育成 

 

　体力とは、人間の発達・成長を支え、体を動かす原動力であると同時に、健康を維持する上でも必要なもの

です。また、体力は知力や意欲・気力といった精神面の充実にも大きく関わっており、体力は｢生きる力｣の重

要な要素の一つとなります。その取組の一つとして、全国体力・運動能力、運動習慣等調査を、小学校５年生

と中学校２年生を対象に、全数調査を実施しています。また、調査結果を分析・考察した結果を活用して、本

町児童生徒の体力・運動能力向上を推進しています。 

 

①　児童生徒の現状と課題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

令和５年度調査の分析・考察 

　【小学校５年男子】 

＜各種目の記録とＴ得点の比較＞ 

 
＜分析と考察＞ 

○　体力合計点は、全国・全道平均をともに下回り、前年度の全国値との差が広がる結果となった。 

　○　各種目では、全８種目中「握力」「ソフトボール投げ」の２種目が、全国平均を上回る結果となったが、

全道平均を上回る種目はなかった。 

　○　課題は、「長座体前屈」「20ｍシャトルラン」「50ｍ走」である。特に「50ｍ走」は、全国平均から0.32

秒、全道平均から0.05秒下回った。 

○　小学校男子の課題への対応として、「筋持久力」「柔軟性」「全身持久力」「走力・スピード」の向上を目

指した指導の充実が必要である。 

〇　児童質問紙では、「運動やスポーツが大切なもの」「体育の授業は楽しい」が全国・全道平均を上回った。

今後も生涯、運動を楽しめる意識づけや環境づくりを心がけた指導が必要である。 

 

　＜各種目ごとの全国・全道平均との比較＞

 

握 力 上体
起こし

長座
体前屈

反復
横とび

20ｍシャ
トルラン

50Ｍ走 立 ち
幅とび

ソフトボー
ル投げ

体 力
合計点

（ｋｇ） （回） （ｃｍ） （点） （回） （秒） （ｃｍ） （ⅿ）
全国 16.13 19.00 33.98 40.60 46.92 9.48 151.13 20.52 52.59 

北海道 17.00 18.97 34.17 41.83 45.76 9.75 152.37 21.06 52.81 

音更町 16.51 18.17 31.61 39.67 43.27 9.80 150.65 21.04 51.31 

（Ｔ得点） 51.0 48.6 47.3 48.9 48.3 47.2 49.8 50.6 48.7 

種　目
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　【小学校５年女子】 

＜各種目の記録とＴ得点の比較＞　

 
＜分析と考察＞ 

○　体力合計点は、全国・全道平均を下回り、前年度より差が広まる結果となった。 

○　各種目では、全８種目中「握力」「ソフトボール投げ」の２種目が全国平均を上回ったほか、「50ｍ

走」のみ全道平均も上回った。 

  ○　課題は、「上体起こし」「長座体前屈」「20ｍシャトルラン」「50ｍ走」である。「長座体前屈」は、全国

平均を2.94cm、全道平均を3.09cm下回り、前年度から差が広まる結果となった。 

○　小学校女子の課題への対応として、「全身持久力」「柔軟性」「走力・スピード」の向上を目指した指導

の充実が必要である。 

　〇　児童質問紙では、「運動が好き」が全国平均・全道平均を下回ったほか、「運動部や地域のスポーツク

ラブへの所属」は全国・全道平均全道平均を大きく上回っており、運動の必要性や体力向上への意識が

高い児童が多い。今後も生涯、運動を楽しめる意識づけや環境づくりを心がけた指導が必要である。 

 

＜各種目ごとの全国・全道平均との比較＞　

 

 

握 力 上体
起こし

長座
体前屈

反復
横とび

20ｍシャ
トルラン

50Ｍ走 立 ち
幅とび

ソフトボー
ル投げ

体 力
合計点

（ｋｇ） （回） （ｃｍ） （点） （回） （秒） （ｃｍ） （ⅿ）
全国 16.01 18.05 38.45 38.73 36.80 9.71 144.29 13.22 54.28 

北海道 16.85 18.05 38.60 39.96 36.12 9.92 145.56 13.91 54.71 

音更町 16.19 16.94 35.51 38.41 34.96 9.82 143.73 14.57 53.06 

（Ｔ得点） 50.5 48.0 46.8 49.6 48.8 48.8 49.7 52.8 48.6 

種　目
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【中学校２年男子】 

＜各種目の記録とＴ得点の比較＞　 

 

＜分析と考察＞ 

○　体力合計点は、全国平均を下回ったが、差は縮まる結果となった。 

○　各種目では、全９種目中「上体起こし」「持久走」「20ｍシャトルラン」「ハンドボール投げ」の４種目

が、全国・全道平均を上回る結果となった。 

○　課題は、「長座体前屈」「立ち幅とび」である。「立ち幅とび」が2年連続で全国平均を下回る結果とな

ったほか、前年度も課題となっていた「長座体前屈」は、全国平均から1.98cm、全道平均から0.20cm

下回ったが、差は縮まる結果となった。 

○　中学校男子の課題への対応として、「柔軟性」「瞬発性」の向上を目指した指導の充実が必要である。 

〇　生徒質問紙では、「運動が好き」「保健体育の授業は楽しい」が全国平均を上回り、運動の楽しさや体

力向上への意識が高い。 

　　今後も、運動への興味・関心を維持していけるよう、運動を楽しめる意識づけや環境づくりを心がけ

た指導が重要である。 

 

＜各種目ごとの全国・全道平均との比較＞ 

 

握 力 上体
起こし

長座
体前屈

反復
横とび

持久走 20ｍシャ
トルラン

50Ｍ走 立 ち
幅とび

ハンドボー
ル投げ

体 力
合計点

（ｋｇ） （回） （ｃｍ） （点） （秒） （回） （秒） （ｃｍ） （ⅿ）
全国 29.02 25.82 44.16 51.22 409.02 78.07 8.01 197.02 20.40 41.32 

北海道 29.57 25.17 42.38 49.87 426.84 74.26 8.20 194.57 20.08 40.00 

音更町 28.13 26.31 42.18 50.63 403.17 81.20 8.03 193.60 21.34 40.93 

（Ｔ得点） 48.8 50.8 48.2 49.3 50.9 51.2 49.8 48.9 51.5 49.6 

種　目
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【中学校２年女子】 

＜各種目の記録とＴ得点の比較＞　 

 

＜分析と考察＞ 

○　体力合計点は、全国平均を下回ったが、差は縮まる結果となった。 

○　各種目では、全９種目中「上体起こし」「シャトルラン」「50ｍ走」「ハンドボール投げ」が、全国・全

道平均を上回る結果となった。また、「立ち幅とび」は、全国平均に及ばないものの、全道平均を上回る

結果となった。 

○　課題は、特に「握力」「長座体前屈」「反復横とび」「持久走」であり、全国・全道平均を大きく下回る

結果となった。 

○　中学校女子の課題への対応として、「筋力」「柔軟性」「敏捷性」「瞬発力」の向上を目指した指導の充

実が必要である。 

〇　生徒質問紙では、「運動が好き」が全国・全道平均を下回り、「保健体育の授業は楽しい」が全道平均

を下回ったことから、積極的に運動に取り組む意欲を高める必要がある。　　　 

＜各種目ごとの全国・全道平均との比較＞ 

 

 

握 力 上体
起こし

長座
体前屈

反復
横とび

持久走 20ｍシャ
トルラン

50Ｍ走 立 ち
幅とび

ハンドボー
ル投げ

体 力
合計点

（ｋｇ） （回） （ｃｍ） （点） （秒） （回） （秒） （ｃｍ） （ⅿ）
全国 23.15 21.62 46.27 45.65 306.26 50.70 8.95 166.34 12.43 47.22 

北海道 23.03 20.67 45.02 44.28 328.86 46.73 9.15 162.04 12.17 45.06 

音更町 22.22 21.81 44.10 43.61 316.88 54.26 8.91 164.66 12.91 45.87 

（Ｔ得点） 48.0 50.3 48.0 47.2 47.8 51.8 50.5 49.4 51.1 48.8 

種　目
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②体力向上のための取組 

 

　◆教育委員会の主な取組 

１　体力・運動能力の向上、運動習慣の改善に向けた教材・教具の充実等、学校への支援 

２　全国・体力運動能力、運動習慣等調査の分析結果を、体力向上の基礎資料として提示  

３　体力づくり、健康づくりの振興（スポーツライフ、各種スポーツ教室、各種スポーツ大会の開催） 

４　スポーツ指導者、リーダーの育成　 

５　スポーツの奨励及び顕彰（スポーツ大会参加補助、スポーツ賞等表彰） 

６　町内スポーツ施設の整備充実 

７　地産地消と食育の推進のため、おとぷけ給食などを実施 

　８　体力向上「運動プログラム」による体育授業の充実 

９  小学校体育エキスパート教諭による体力向上に向けた支援 

 

◆学校の主な取組 

１　「年間指導計画」に基づく学校全体の体力づくりの推進 

２　体育的行事を通した体力づくりの充実 

３　全国体力・運動能力、運動習慣等調査や新体力テストの結果を活用した組織的な体力向上の取組 

４　体育（保健体育）の授業改革による基礎体力の向上と課題克服に向けた取組の充実 

５　ＩＣＴを活用した体力づくりの取組 

６　「体力づくり一校一実践」や「どさんこ元気アップチャレンジ」の取組 

７　少年団活動や部活動の加入の奨励と運動習慣の確立 

８　「年間指導計画」に沿った食に関する指導の充実（栄養教諭の活用） 

 

◆家庭との連携による体力づくりの推進 

１　「早寝･早起き・朝ごはん」の定着と、帰宅後の生活習慣の改善に努め、リズムのある規則正しい生活

ができるようＰＴＡ等と連携した啓発活動 

２　運動習慣の大切さに対する意識を高め、自ら運動への関心・意欲を高める工夫 

３　食育の推進等により、望ましい食習慣を身に付け、健康的な生活習慣を形成 

－30－



（３）豊かな心の育成 

 

子どもたちの健やかな成長と心豊かな未来のためには、自立し、共に支え合いながら、善悪の判断・人を思

いやる心・命や自然を大切にする心・ふるさとを愛する心などを育成することが大切です。このため、いじめ

や不登校などの問題については、教育活動全体を通じての指導や道徳教育の充実、学校、家庭、教育委員会な

どが連携した取組が必要です。 

 

① いじめ・不登校の現状と課題 

 

＜いじめ＞　 

　平成29年３月に国の「いじめ防止等のための基本方針」等が改定されたことに伴い、平成30年には、町

や各学校の「いじめ防止基本方針」を改定し、各学校においていじめ防止のための対策を進めています。 

それら対策のうちの一つである、いじめに関するアンケート調査では、いじめの全貌を把握することは難

しいという認識の下、児童生徒が「嫌な思い」を感じている場合についても、いじめとして認知する必要が

あるということから、「いじめ」を「嫌な思い」という表現にしています。 

令和６年11月に実施したいじめに関するアンケート調査では、「４月以降に、仲間はずれや無視、たたか

れる、悪口を言われる等の嫌な思いをしたことがある」と答えた小学生が428件、中学生では64件となっ

ており、｢嫌な思いは今でも続いている｣と答えた小学生の事例が205件、中学生の事例が22件となってい

ます。これらの事案については、各学校において教育相談を実施しており、中学生の１件を除き、令和７年

３月までに解消しています。 

　　また、｢いじめはどんな理由があっても許されない｣と回答している児童生徒は、83.5％となっています。 

 

　いじめに関するアンケート結果の推移 

 

＜不登校＞ 

　　令和６年度における不登校の状況は、小学生65人、中学生113人の合計178人であり、小学生、中学生

とも減少しています。そのうち、教育支援センター（ふれあい教室、ふれあい柳町教室「ほっと」）への通級

者は、小学生8人、中学生20人の合計28人で、前年度より通級者は減少しています。 

　　不登校は、取り巻く環境によっては、どの児童生徒にも起こり得るものとして捉え、不登校ということで

問題行動であると受け取られないよう配慮し、児童生徒の最善の利益を最優先に支援を行うことが重要であ

ります。また、登校という結果のみを目標にするのではなく、児童生徒が自らの進路などを主体的に捉えて、

社会的に自立することを目指す必要もあります。 

 項目 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

 嫌な思いをした（いじ

められた）ことがある 

（単位：件）

小学生 541 528 430 454 428

 中学生  45  56  52  43 64

 計 586 584 482 497 492

 嫌な思い（いじめ）は今

でも続いている 

（単位：件）

小学生 189 225 167 251 205

 中学生  13  20  22  22 22

 計 202 245 189 273 227

 いじめはどんな理由が

あっても許されない 

（単位：％）

小学生 86.8 85.3 83.3 84.8 85.7

 中学生 82.1 82.3 80.5 78.2 79.6

 計 85.1 84.2 82.3 82.3 83.5
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　不登校の児童生徒数の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人） 

 

② いじめ・不登校未然防止等の取組 

 

　いじめは、「どの子どもにも、どの学校でも起こり得る」という意識を持ち、教育活動全体を通じ、全ての

児童生徒に「いじめは決して許されない」という理解を促し、心の通う人間関係を構築する能力を養うこと

が必要です。また、いじめについては、未然防止、早期発見、早期解消が求められ、学校、家庭が一体とな

って児童生徒を見守り、ささいな変化に気づくことが必要です。 

　　不登校については、児童生徒にとって、学校や学級が安全・安心な居場所となるような取組が重要であり、

児童生徒の自己有用感や自己肯定感を高め、「自分という存在が大事にされている」、「心の居場所となって

いる」などと実感できる取組が大切です。 
 
◆教育委員会の主な取組 

１　「音更町いじめ防止基本方針」に基づく、いじめ・不登校の防止等の取組 

２　いじめ・不登校の未然防止や根絶を図るため、ハイパーＱＵアンケート調査や心理検査等を実施 

３　学校、児童生徒及び保護者等に対する支援や相談体制の充実（スクールカウンセラー、学校教育相談員、

教育推進員、心の教室相談員、総合教育相談等） 

４　携帯電話やスマートフォンなどのインターネットを通じて行われるいじめの早期発見を図るため、　　　　　　　

ＰＴＡ等関係機関と連携し、家庭におけるルールづくりの啓発 

５　教育支援センターによる不登校傾向の児童生徒に対する学校生活への復帰を含め、将来に向けた社会的

自立を目指した支援の実施  

６　「音更町いじめ問題等対策委員会」による状況の把握及びいじめ防止啓発等の推進 

７　いじめ重大事態に対応するための第三者調査委員会の設置 

８　家庭・地域・関係機関（警察、児童相談所、医療機関等）との連携体制の充実 

９　保護者、教職員及び関係機関を対象とした不登校学習会の開催 
 
◆学校の主な取組 

１　「いじめ防止基本方針」に基づく、いじめ・不登校の未然防止、早期発見・早期解消の取組 

２　いじめ・不登校の未然防止や早期発見のため、定期的に実施するハイパーＱＵアンケートや心理検査の

分析を活用した教育相談や学級経営 

３　教育相談体制の充実と教育相談の実施 

４　道徳の時間などにおいて、共感的な関係を深め、体験的な活動の充実  

５　ネットトラブルから児童生徒を守るため、定期的なネットパトロールの実施と情報モラル教育の充実 

６　家庭・地域・関係機関（警察、児童相談所、医療機関等）との連携 

７　いじめ発見時の対処方法等の習得を目的とした研修会の開催 

８  生徒会主催の「いじめ」撲滅宣言によるいじめの未然防止に向けた取組 

 項目 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

 

不登校児童生徒数

小学生  31  36  50  68 65

 中学生  75 112 133 153 113

 計 106 148 183 221 178

 
上記のうち、教育支援

センター通級者数

小学生   0   5   9  12 8

 中学生  11  24  31  35 20

 計  11  29  40  47 28

－32－



 

◆家庭や地域との連携 

１　自尊感情や他人を思いやる心の醸成 

２　家庭だけで悩まず、学校や教育委員会などとの連携 

３　社会教育の充実（地域で子どもを育てる気運） 

４　携帯電話やスマートフォンなどの家庭におけるルールづくり 

 

－33－
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0
0

4
,
2
9
0
,
0
0
0
 

通
年

(
私

立
高

校
)

4
7

月
額

　
1
0
,
0
0
0

5
,
5
6
0
,
0
0
0
 

計
1
0
2

9
,
8
5
0
,
0
0
0
 

成
果

教
育

委
員

会
の

点
検

・
評

価

　
教

職
員

の
素

養
、

知
識

、
技

術
向

上
の

た
め

に
主

と
し

て
学

校
内

及
び

町
内

・
管

内
で

行
う

研
修

と
、

道
内

研
修

参
加

者
に

そ
の

費
用

を
交

付
し

た
。

コ
ロ

ナ
禍

以
降

、
対

面
・

リ
モ

ー
ト

な
ど

多
様

な
形

式
で

の
研

修
機

会
が

増
加

し
て

お
り

、
今

後
も

教
職

員
の

資
質

向
上

の
た

め
、

事
業

を
継

続
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

　
音

更
高

校
の

「
ま

ち
づ

く
り

」
に

連
携

・
協

力
す

る
活

動
、

魅
力

向
上

対
策

及
び

給
付

型
奨

学
金

の
給

付
な

ど
、

特
色

あ
る

高
校

づ
く

り
を

支
援

し
た

す
る

た
め

、
交

付
金

を
交

付
し

た
。

な
お

、
交

付
額

の
う

ち
民

間
事

業
者

か
ら

の
寄

附
金

7
0
0
,
0
0
0
円

は
夢

の
種

奨
学

金
の

原
資

と
し

て
い

る
。

　
今

後
も

、
音

更
高

校
の

魅
力

を
向

上
し

、
地

域
の

担
い

手
と

な
る

人
材

育
成

の
た

め
、

事
業

を
継

続
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

　
少

子
化

の
影

響
な

ど
に

よ
り

、
従

来
の

各
中

学
校

を
運

営
主

体
と

し
た

部
活

動
の

存
続

が
厳

し
い

状
況

と
な

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
国

・
道

の
方

針
を

踏
ま

え
、

部
活

動
を

学
校

か
ら

地
域

に
移

行
す

る
取

組
を

進
め

て
い

る
。

令
和

６
年

度
は

町
内

の
関

係
団

体
等

で
構

成
す

る
部

活
動

改
革

協
議

会
に

お
い

て
協

議
を

進
め

る
と

と
も

に
、

推
進

計
画

の
策

定
、

部
活

動
指

導
員

を
増

員
す

る
な

ど
、

地
域

連
携

の
強

化
が

図
ら

れ
た

。

　
教

職
員

の
健

康
診

断
を

帯
広

徳
洲

会
病

院
に

委
託

し
て

実
施

し
た

。
１

日
当

た
り

の
受

入
れ

人
数

に
制

限
が

あ
る

た
め

（
１

日
５

人
程

度
）

、
長

期
間

に
渡

っ
て

実
施

し
て

い
る

。
ま

た
、

平
成

2
9
年

度
か

ら
、

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
不

調
の

未
然

防
止

や
ス

ト
レ

ス
へ

の
気

づ
き

を
促

す
た

め
、

教
職

員
の

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

を
実

施
し

て
い

る
。

長
期

休
業

期
間

中
に

多
く

の
教

職
員

が
受

診
で

き
る

よ
う

日
程

を
調

整
し

、
継

続
し

て
実

施
す

る
必

要
が

あ
る

。

　
高

校
在

学
者

で
あ

っ
て

、
経

済
的

な
理

由
に

よ
り

就
学

困
難

な
高

校
生

に
奨

学
資

金
を

支
給

し
て

い
る

。
　

平
成

2
7
年

度
か

ら
支

給
対

象
者

を
増

や
し

、
一

人
当

た
り

支
給

単
価

を
公

立
高

校
が

月
当

た
り

6
,
5
0
0
円

、
私

立
高

校
が

月
当

た
り

１
万

円
を

限
度

に
実

施
し

て
い

る
。

　
本

事
業

の
周

知
に

つ
い

て
は

、
申

請
受

付
開

始
前

に
各

高
校

に
本

町
奨

学
資

金
の

案
内

文
を

送
付

す
る

と
と

も
に

、
町

内
中

学
３

年
生

の
生

徒
・

保
護

者
向

け
に

お
知

ら
せ

を
配

布
し

て
い

る
。

　
今

後
も

保
護

者
負

担
の

軽
減

の
た

め
、

継
続

し
て

い
く

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
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項
目

主
要

な
施

策
成

果
教

育
委

員
会

の
点

検
・

評
価

６
開

か
れ

た
学

校
づ

く
り

信
頼

さ
れ

る
開

か
れ

た
学

校
づ

く
り

に
向

け
て

次
の

と
お

り
実

施
し

た
。

・
学

校
運

営
協

議
会

（
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・

ス
ク

ー
ル

）

　
　

学
校

と
保

護
者

や
地

域
住

民
が

子
ど

も
に

関
す

る
課

題
・

目
的

を
共

有
し

、
「

地
域

と
と

も
に

あ
る

　
学

校
づ

く
り

」
を

推
進

す
る

た
め

、
学

校
運

営
及

び
運

営
へ

の
必

要
な

支
援

に
つ

い
て

協
議

す
る

学
校

　
運

営
協

議
会

の
委

員
を

任
命

し
た

。

　
（

小
学

校
1
1
校

9
3
人

、
中

学
校

5
校

3
7
人

）

・
小

規
模

特
認

校

　
　

保
護

者
・

児
童

が
希

望
す

る
場

合
、

一
定

の
条

件
の

下
で

、
自

然
環

境
に

恵
ま

れ
た

小
規

模
校

へ
通

　
学

区
域

外
か

ら
の

入
学

を
認

め
る

小
規

模
特

認
校

制
度

を
下

士
幌

小
学

校
で

導
入

し
た

。

７
児

童
生

徒
の

安
全

確
保

児
童

生
徒

の
安

全
確

保
対

策
と

し
て

次
の

と
お

り
実

施
し

た
。

・
新

入
学

児
童

へ
の

防
犯

ブ
ザ

ー
の

配
付

・
全

小
中

学
校

に
Ａ

Ｅ
Ｄ

（
自

動
体

外
式

除
細

動
器

）
を

配
置

８
教

育
施

設
の

整
備

　
教

育
施

設
の

整
備

を
次

の
と

お
り

実
施

し
た

。

（
単

位
　

円
)

工
　

事
　

名
　

等
工

事
費

等
内

　
　

　
　

容

音
更

小
学

校
暖

房
自

動
制

御
盤

改
修

工
事

1
,
2
8
7
,
0
0
0
 
デ

ジ
タ

ル
温

度
指

示
調

節
計

更
新

　
1
0
台

下
音

更
小

学
校

水
泳

プ
ー

ル
防

水
補

修
工

事
8
9
1
,
0
0
0
 
水

泳
プ

ー
ル

水
槽

塗
装

補
修

下
音

更
小

学
校

玄
関

ポ
ー

チ
床

改
修

工
事

9
2
4
,
0
0
0
 
校

舎
玄

関
ポ

ー
チ

床
改

修
　

1
7
.
9
㎡

下
音

更
中

学
校

煙
突

陣
笠

改
修

工
事

9
9
0
,
0
0
0
 
校

舎
煙

突
陣

笠
改

修

駒
場

中
学

校
機

械
室

間
仕

切
壁

設
置

工
事

3
,
0
2
5
,
0
0
0
 
間

仕
切

壁
新

設
　

2
3
.
0
㎡

鈴
蘭

小
学

校
水

泳
プ

ー
ル

給
湯

ボ
イ

ラ
ー

更
新

工
事

3
7
6
,
2
0
0
 
水

泳
プ

ー
ル

給
湯

ボ
イ

ラ
ー

更
新

　
1
台

木
野

東
小

学
校

普
通

教
室

暖
房

設
備

更
新

工
事

4
5
1
,
0
0
0
 
F
F
温

風
暖

房
機

更
新

　
1
台

柳
町

小
学

校
ほ

か
2
校

遊
具

再
整

備
工

事
9
4
6
,
0
0
0
 
柳

町
小

大
型

4
人

用
ブ

ラ
ン

コ
、

複
列

シ
ー

ソ
ー

、
木

野
東

小
6
間

鉄
棒

ほ
か

再
整

備

音
更

小
学

校
ほ

か
1
校

水
泳

プ
ー

ル
上

屋
シ

ー
ト

更
新

工
事

8
,
1
2
9
,
0
0
0
 
音

更
小

、
駒

場
小

水
泳

プ
ー

ル
上

屋
シ

ー
ト

更
新

柳
町

小
学

校
水

泳
プ

ー
ル

水
槽

塗
装

改
修

工
事

2
0
,
3
5
0
,
0
0
0
 
水

泳
プ

ー
ル

水
槽

塗
装

　
4
9
5
.
0
㎡

音
更

小
学

校
屋

外
ト

イ
レ

新
築

建
築

主
体

工
事

2
8
,
6
0
0
,
0
0
0
 
屋

外
ト

イ
レ

新
築

　
登

下
校

時
の

通
学

路
の

安
全

対
策

に
つ

い
て

は
、

各
学

校
ご

と
に

地
域

ぐ
る

み
で

子
ど

も
を

見
守

る
取

組
が

進
め

ら
れ

て
い

る
。

　
　

教
職

員
対

象
の

一
般

救
急

講
習

で
は

、
Ａ

Ｅ
Ｄ

操
作

方
法

や
エ

ピ
ペ

ン
の

研
修

を
行

っ
た

。
各

種
災

害
時

の
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
よ

り
、

教
育

委
員

会
、

学
校

及
び

保
護

者
の

対
応

に
つ

い
て

共
有

し
て

い
る

。
　

今
後

も
、

児
童

生
徒

の
安

全
確

保
の

観
点

か
ら

継
続

し
て

い
き

た
い

。

　
子

ど
も

た
ち

を
取

り
巻

く
環

境
や

学
校

が
抱

え
る

課
題

が
複

雑
化

・
多

様
化

し
て

お
り

、
学

校
運

営
に

地
域

の
人

々
が

参
画

し
、

地
域

人
材

や
資

源
を

生
か

し
な

が
ら

協
働

し
て

活
動

し
て

い
く

、
「

地
域

と
と

も
に

あ
る

学
校

づ
く

り
」

を
進

め
る

た
め

、
学

校
運

営
協

議
会

（
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・

ス
ク

ー
ル

）
を

設
置

。
学

校
・

地
域

・
家

庭
の

よ
り

一
層

の
連

携
協

力
を

図
っ

て
い

く
た

め
、

学
校

評
価

や
地

域
学

校
協

働
活

動
に

つ
い

て
協

議
（

熟
議

）
を

行
っ

て
い

る
。

令
和

４
年

度
に

す
べ

て
の

小
中

学
校

が
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
･
ス

ク
ー

ル
に

移
行

し
、

学
校

運
営

協
議

会
を

設
置

し
て

い
る

。
　

ま
た

、
平

成
1
9
年

度
か

ら
小

規
模

特
認

校
制

度
を

導
入

し
て

い
た

昭
和

小
学

校
が

令
和

元
年

度
で

閉
校

し
た

た
め

、
令

和
２

年
度

か
ら

は
、

下
士

幌
小

学
校

が
小

規
模

特
認

校
制

度
を

導
入

し
て

い
る

。
令

和
２

年
度

か
ら

令
和

６
年

度
ま

で
に

計
３

人
が

入
学

し
て

い
る

。

（
既

存
施

設
の

改
修

及
び

保
全

）
　

施
設

の
整

備
に

つ
い

て
は

、
昨

年
度

に
引

き
続

き
、

災
害

用
の

機
能

を
備

え
た

屋
外

ト
イ

レ
の

ほ
か

、
児

童
生

徒
と

教
職

員
の

熱
中

症
対

策
の

た
め

、
普

通
教

室
・

職
員

室
・

校
長

室
・

給
食

室
の

エ
ア

コ
ン

を
整

備
し

た
。

　
ま

た
、

老
朽

化
が

進
む

学
校

施
設

の
整

備
と

し
て

、
音

更
小

学
校

と
駒

場
小

学
校

水
泳

プ
ー

ル
の

上
屋

シ
ー

ト
更

新
や

、
柳

町
小

学
校

水
泳

プ
ー

ル
の

水
槽

塗
装

を
行

っ
た

。
　

今
後

も
、

長
寿

命
化

計
画

に
沿

っ
た

維
持

管
理

を
行

い
、

施
設

に
求

め
ら

れ
る

安
全

安
心

は
も

と
よ

り
、

機
能

や
性

能
の

確
保

に
努

め
て

い
く

。
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項
目

主
要

な
施

策
成

果
教

育
委

員
会

の
点

検
・

評
価

８
教

育
施

設
の

整
備

９
教

員
住

宅
の

整
備

　
教

員
住

宅
の

整
備

を
次

の
と

お
り

実
施

し
た

。

（
単

位
　

円
)

1
0

学
校

給
食

関
係

給
食

費
改

定
に

伴
う

保
護

者
負

担
の

軽
減

を
図

る
た

め
、

給
食

費
の

値
上

げ
相

当
額

を
補

助
し

た
。

対
象

者
数

 
3
,
3
5
9
人

　
2
2
,
2
1
7
,
1
5
0
円

1
1

食
育

　
生

涯
を

通
じ

て
心

身
の

健
康

を
支

え
る

食
育

を
推

進
す

る
た

め
、

食
事

の
重

要
性

や
食

へ
の

感

謝
の

気
持

ち
な

ど
を

育
み

な
が

ら
、

食
に

関
す

る
正

し
い

知
識

と
望

ま
し

い
食

習
慣

の
定

着
を

目

指
し

、
管

理
栄

養
士

と
学

校
配

置
の

３
人

の
栄

養
教

諭
と

と
も

に
、

自
校

給
食

の
特

色
を

生
か

し

た
食

育
指

導
の

強
化

を
図

っ
て

い
る

。

　
ま

た
、

地
場

産
品

へ
の

知
識

や
理

解
を

深
め

て
も

ら
う

こ
と

を
目

的
に

、
町

内
産

の
旬

の
食

材

を
献

立
に

組
み

入
れ

る
「

お
と

ぷ
け

給
食

」
を

町
と

連
携

し
て

実
施

し
、

安
全

・
安

心
で

お
い

し

い
学

校
給

食
を

提
供

し
な

が
ら

、
地

産
地

消
の

推
進

と
食

育
の

充
実

を
図

っ
て

い
る

。

音
更

小
学

校
屋

外
ト

イ
レ

新
築

電
気

設
備

工
事

4
,
9
9
1
,
8
0
0
 
屋

外
ト

イ
レ

新
築

に
伴

う
電

気
設

備
工

事

音
更

小
学

校
屋

外
ト

イ
レ

新
築

機
械

設
備

工
事

6
,
8
6
4
,
0
0
0
 
屋

外
ト

イ
レ

新
築

に
伴

う
機

械
設

備
工

事

音
更

小
学

校
ほ

か
2
校

ト
イ

レ
改

修
工

事
7
,
1
5
0
,
0
0
0
 
洋

式
化

 
音

更
小

4
台

､
下

音
更

小
2
台

､
鈴

蘭
小

2
台

､
ト

イ
レ

ブ
ー

ス
改

修
 
下

音
更

小
1
か

所

木
野

東
小

学
校

屋
内

運
動

場
暖

房
設

備
ほ

か
補

修
工

事
3
,
1
0
2
,
0
0
0
 
屋

内
運

動
場

暖
房

設
備

ほ
か

補
修

こ
と

ば
の

教
室

エ
ア

コ
ン

整
備

工
事

3
5
,
6
6
1
,
3
2
1
 
エ

ア
コ

ン
整

備
　

1
3
台

学
校

施
設

エ
ア

コ
ン

整
備

機
械

設
備

工
事

7
5
7
,
5
7
0
,
0
0
0
 
エ

ア
コ

ン
整

備
　

2
8
7
台

、
ロ

ス
ナ

イ
整

備
　

2
8
0
台

学
校

施
設

エ
ア

コ
ン

整
備

電
気

設
備

工
事

2
3
4
,
8
5
0
,
0
0
0
 
エ

ア
コ

ン
整

備
に

伴
う

電
気

設
備

工
事

学
校

施
設

エ
ア

コ
ン

整
備

工
事

監
理

業
務

9
,
9
5
5
,
0
0
0
 
工

事
監

理
、

指
導

監
督

計
1
,
1
2
6
,
1
1
3
,
3
2
1
 

工
　

事
　

名
　

等
工

事
費

等
内

　
　

　
　

容

教
員

住
宅

温
水

ボ
イ

ラ
ー

更
新

工
事

1
,
2
6
5
,
0
0
0
 
温

水
ボ

イ
ラ

ー
更

新
　

3
戸

教
員

住
宅

屋
根

塗
装

工
事

1
,
9
4
7
,
0
0
0
 
屋

根
塗

装
　

2
戸

教
員

住
宅

床
改

修
工

事
9
1
3
,
0
0
0
 
床

改
修

　
1
戸

計
4
,
1
2
5
,
0
0
0
 

　
令

和
５

年
度

及
び

令
和

６
年

度
に

学
校

給
食

費
が

改
定

さ
れ

た
が

、
当

該
値

上
げ

相
当

額
を

補
助

す
る

こ
と

に
よ

り
、

保
護

者
の

負
担

を
改

定
前

の
水

準
に

据
え

置
く

こ
と

と
し

た
。

 
 
今

後
も

保
護

者
の

負
担

軽
減

を
図

る
た

め
、

物
価

高
騰

対
策

の
一

環
と

し
て

事
業

を
継

続
す

る
必

要
が

あ
る

。

　
教

職
員

の
福

利
厚

生
の

一
環

と
し

て
整

備
し

て
い

る
住

宅
の

住
環

境
改

善
の

た
め

、
昨

年
度

に
引

き
続

き
温

水
ボ

イ
ラ

ー
の

更
新

の
ほ

か
、

屋
根

塗
装

等
を

行
っ

た
。

　
今

後
も

入
居

者
の

要
望

を
把

握
し

、
入

居
状

況
を

踏
ま

え
な

が
ら

質
的

整
備

を
進

め
る

。
　

ま
た

、
教

員
住

宅
の

効
率

的
な

維
持

管
理

を
目

的
と

し
て

「
音

更
町

教
員

住
宅

の
基

本
的

な
考

え
方

」
の

見
直

し
を

行
っ

た
。

　
本

町
の

学
校

給
食

は
、

地
場

産
品

の
割

合
が

高
い

が
、

今
後

も
食

育
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、

食
品

の
安

全
・

安
心

に
継

続
し

て
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

地
産

地
消

と
食

育
推

進
の

た
め

、
町

と
連

携
し

て
「

お
と

ぷ
け

給
食

」
を

継
続

し
て

実
施

す
る

な
ど

、
教

育
委

員
会

に
配

置
す

る
管

理
栄

養
士

と
３

人
の

栄
養

教
諭

が
連

携
し

て
、

学
校

に
お

け
る

食
育

の
充

実
を

図
っ

て
い

る
。
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項
目

主
要

な
施

策
成

果
教

育
委

員
会

の
点

検
・

評
価

1
2

学
校

給
食

費
の

状
況

　
納

入
状

況
は

、
次

の
と

お
り

で
あ

る
。

未
納

世
帯

　
1
2
世

帯

1
3

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

　
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
１

人
を

教
育

委
員

会
事

務
局

に
配

置
す

る
と

と
も

に
、

北
海

道
教

育
委

の
配

置
員

会
が

実
施

す
る

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

の
派

遣
事

業
を

活
用

し
、

年
々

増
加

す
る

相
談

対
応

、

緊
急

時
に

お
け

る
即

時
対

応
や

予
防

的
取

組
な

ど
の

充
実

を
図

る
た

め
、

様
々

な
不

安
や

悩
み

を
抱

え
る

児
童

生
徒

の
気

持
ち

に
寄

り
添

い
支

援
し

た
。

1
4

総
合

的
な

学
習

の
時

間
　

総
合

的
な

学
習

の
時

間
と

し
て

、
創

意
工

夫
を

生
か

し
た

特
色

あ
る

学
校

づ
く

り
の

推
進

を
図

っ
た

｡

支
援

事
業

（
単

位
　

円
)

1
5

就
学

援
助

　
経

済
的

理
由

に
よ

り
就

学
困

難
な

児
童

生
徒

に
対

し
、

次
の

と
お

り
就

学
援

助
費

を
支

給
し

た
。

(
単

位
　

人
、

円
)

児
童

生
徒

数
　

認
定

者
数

　
　

　

認
定

率

区
分

調
 
定

 
額

収
 
納

 
額

不
納

欠
損

額
未

 
納

 
額

収
 
納

 
率

現
年

度
分

1
8
8
,
7
0
9
,
1
2
6

1
8
8
,
3
0
7
,
2
0
5

4
0
1
,
9
2
1

9
9
.
8
%

区
分

学
校

数
交

付
額

小
学

校
1
1

1
,
2
0
4
,
4
3
0
 

中
学

校
5

7
4
0
,
4
7
1
 

計
1
6

1
,
9
4
4
,
9
0
1
 

区
分

支
給

人
数

支
給

額

学
用

品
費

8
2
5
 

1
5
,
6
2
5
,
7
5
1
 

体
育

実
技

用
具

費
2
5
2
 

2
,
9
6
4
,
3
1
0
 

入
学

準
備

金
8
2
 

2
,
1
5
5
,
3
2
0
 

入
学

準
備

金
(
早

期
支

給
)

1
5
7
 

9
,
5
8
2
,
1
2
0
 

卒
業

ア
ル

バ
ム

代
1
7
9
 

2
,
1
7
3
,
8
2
0
 

修
学

旅
行

費
1
7
5
 

7
,
6
0
1
,
1
7
6
 

通
学

費
3
 

7
0
,
3
5
8
 

Ｐ
Ｔ

Ａ
会

費
6
6
2
 

1
,
9
8
4
,
8
7
8
 

生
徒

会
費

3
1
3
 

9
4
,
5
5
7
 

ク
ラ

ブ
活

動
費

2
1
6
 

3
,
9
1
2
,
4
1
1
 

医
療

費
3
5
4
 

5
3
5
,
3
0
3
 

給
食

費
8
1
9
 

3
8
,
9
8
6
,
1
6
4
 

3
,
3
5
8
人

通
信

費
3
7
 

7
1
4
,
3
7
8
 

8
3
2
人

管
理

指
導

表
文

書
料

4
 

4
,
7
3
0
 

計
8
6
,
4
0
5
,
2
7
6
 

2
4
.
7
%

　
学

校
給

食
費

の
徴

収
事

務
等

に
係

る
教

職
員

の
負

担
軽

減
を

図
る

た
め

、
令

和
６

年
度

か
ら

学
校

給
食

費
の

公
会

計
化

を
実

施
し

た
。

　
今

後
も

教
職

員
の

負
担

軽
減

を
図

る
た

め
、

学
校

に
お

け
る

働
き

方
改

革
の

一
環

と
し

て
事

業
を

継
続

す
る

必
要

が
あ

る
。

　
心

理
に

関
し

て
高

度
に

専
門

な
知

識
及

び
経

験
を

有
す

る
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
を

学
校

に
派

遣
し

、
児

童
生

徒
へ

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
を

通
じ

て
主

に
心

理
面

の
サ

ポ
ー

ト
の

ほ
か

、
教

員
、

保
護

者
へ

の
助

言
等

を
行

う
な

ど
、

相
談

体
制

の
強

化
が

図
ら

れ
た

。

　
総

合
的

な
学

習
の

時
間

に
お

け
る

教
育

活
動

に
お

い
て

、
創

意
工

夫
に

よ
る

特
色

あ
る

学
校

づ
く

り
の

た
め

、
小

中
学

校
に

そ
の

経
費

を
交

付
し

て
い

る
。

　
今

後
も

、
国

際
理

解
・

情
報

・
環

境
・

福
祉

・
健

康
教

育
等

の
総

合
的

な
教

育
活

動
の

推
進

の
た

め
に

必
要

で
あ

る
。

　
経

済
的

理
由

に
よ

り
就

学
困

難
な

児
童

生
徒

に
対

し
、

就
学

援
助

を
実

施
す

る
こ

と
で

、
保

護
者

の
負

担
軽

減
を

図
っ

て
い

る
。

　
就

学
援

助
の

対
象

者
と

し
て

、
要

保
護

者
に

準
ず

る
程

度
に

困
窮

し
て

い
る

と
認

め
ら

れ
る

準
要

保
護

者
の

認
定

に
当

た
っ

て
は

、
町

独
自

の
施

策
と

し
て

準
要

保
護

者
の

認
定

倍
率

を
、

平
成

2
8
年

度
か

ら
生

活
保

護
基

準
の

1
.
5

倍
未

満
に

引
き

上
げ

、
認

定
者

数
を

拡
大

し
て

援
助

を
行

っ
て

い
る

。
認

定
者

数
は

、
児

童
生

徒
数

が
減

少
し

た
こ

と
に

伴
い

、
令

和
５

年
度

よ
り

8
0
人

減
少

し
て

お
り

、
認

定
率

も
1
.
2
ポ

イ
ン

ト
低

下
し

た
。

　
ま

た
、

令
和

６
年

度
の

全
体

の
支

給
額

は
、

昨
年

度
に

比
べ

約
7
0
3
万

円
の

減
と

な
っ

て
い

る
が

、
こ

れ
は

、
認

定
者

数
の

減
少

に
よ

り
大

半
の

区
分

で
支

給
額

が
減

少
し

た
た

め
で

あ
る

。
　

令
和

３
年

度
か

ら
貸

出
し

を
実

施
し

て
い

る
「

家
庭

学
習

の
た

め
の

モ
バ

イ
ル

W
i
-
F
i
ル

ー
タ

ー
」

に
係

る
通

信
費

に
つ

い
て

、
実

費
分

を
支

給
し

た
。

　
今

後
も

保
護

者
負

担
の

軽
減

の
た

め
、

継
続

し
て

い
く

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
　

な
お

、
令

和
７

年
度

以
降

は
、

就
学

援
助

の
認

定
基

準
を

変
更

す
る

こ
と

に
よ

り
、

添
付

書
類

が
原

則
不

要
と

な
る

ほ
か

電
子

申
請

も
可

能
と

す
る

な
ど

、
就

学
援

助
申

請
時

に
お

け
る

申
請

者
の

負
担

軽
減

を
図

る
こ

と
と

し
て

い
る

。
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項
目

主
要

な
施

策
成

果
教

育
委

員
会

の
点

検
・

評
価

1
6

い
じ

め
等

の
対

策
　

い
じ

め
問

題
等

対
策

委
員

会
を

設
置

し
て

、
全

小
中

学
校

で
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
実

施
し

、
調

査

結
果

を
ま

と
め

た
｢
い

じ
め

に
関

す
る

実
態

調
査

」
を

教
職

員
に

配
付

し
た

。
ま

た
、

平
成

2
5
年

度

か
ら

学
校

生
活

に
お

け
る

児
童

生
徒

の
満

足
感

や
意

欲
、

学
級

集
団

の
状

態
を

測
定

す
る

こ
と

を
可

能
と

す
る

ハ
イ

パ
ー

Ｑ
Ｕ

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
、

児
童

生
徒

や
学

級
の

状
態

の
客

観
的

・
多

面
的

な
理

解
に

活
用

す
る

こ
と

で
、

い
じ

め
等

の
早

期
発

見
に

も
効

果
を

上
げ

て
い

る
。

1
7

情
報

教
育

　
Ｉ

Ｃ
Ｔ

機
器

を
効

果
的

に
活

用
し

、
児

童
生

徒
の

学
習

の
基

盤
と

な
る

「
情

報
活

用
能

力
」

の

向
上

を
図

っ
た

。
ま

た
、

寄
附

を
受

け
た

S
T
E
A
M
教

材
を

活
用

し
、

小
中

学
校

で
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

教
育

に
取

り
組

ん
だ

。

　
文

部
科

学
省

が
実

施
す

る
「

学
び

の
保

障
・

充
実

の
た

め
の

学
習

者
用

デ
ジ

タ
ル

教
科

書
実

証

事
業

」
に

町
内

の
全

小
中

学
校

が
参

加
し

た
。

ま
た

、
指

導
者

用
デ

ジ
タ

ル
教

科
書

の
年

間
ラ

イ

セ
ン

ス
を

全
小

中
学

校
分

購
入

し
、

授
業

で
の

活
用

を
図

っ
た

。

　
1
人

1
台

タ
ブ

レ
ッ

ト
端

末
を

よ
り

一
層

効
果

的
に

活
用

す
る

た
め

、
音

更
町

教
育

研
究

所
と

連

携
し

、
学

習
支

援
ア

プ
リ

や
デ

ジ
タ

ル
・

シ
テ

ィ
ズ

ン
シ

ッ
プ

な
ど

に
関

す
る

教
職

員
向

け
の

研

修
を

実
施

し
た

。

　
今

後
、

各
学

校
に

お
い

て
Ｉ

Ｃ
Ｔ

機
器

の
活

用
が

一
層

進
む

こ
と

が
予

想
さ

れ
、

現
状

の
把

握

や
帯

域
増

幅
の

検
討

が
必

要
な

こ
と

か
ら

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

実
施

し
た

。

　
通

信
環

境
が

整
っ

て
い

な
い

家
庭

向
け

に
モ

バ
イ

ル
W
i
-
F
i
ル

ー
タ

ー
の

貸
出

し
を

実
施

し
た

。

1
8

国
際

理
解

教
育

　
外

国
語

指
導

助
手

を
配

置
し

、
中

学
生

に
対

す
る

英
語

の
発

音
指

導
の

ほ
か

、
小

学
校

に
お

け

る
英

会
話

の
補

助
及

び
地

域
に

お
け

る
国

際
交

流
活

動
等

の
活

動
を

行
っ

て
い

る
。

　
　

英
語

指
導

助
手

　
　

２
人

　
小

学
校

が
実

施
す

る
外

国
語

活
動

を
補

助
す

る
た

め
、

外
部

サ
ポ

ー
ト

講
師

を
全

小
学

校
に

派

遣
し

た
。

　
Ａ

Ｉ
に

よ
る

音
声

認
識

技
術

及
び

オ
ン

ラ
イ

ン
で

の
国

際
交

流
が

可
能

な
英

語
学

習
支

援
ツ

ー

ル
を

中
学

校
に

試
験

導
入

し
、

英
語

学
習

に
お

け
る

「
読

む
」

「
話

す
」

と
い

っ
た

技
能

の
習

得

や
、

海
外

の
同

世
代

と
の

オ
ン

ラ
イ

ン
国

際
交

流
を

通
じ

て
国

際
理

解
の

向
上

を
図

っ
た

。
 

1
9

特
別

支
援

教
育

・
看

護
師

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

１
校

・
特

別
支

援
教

育
学

習
支

援
員

　
　

　
　

　
　

1
3
校

　
　

　
3
7
人

・
複

式
教

育
学

習
支

援
員

　
 
　

　
　

　
 
　

　
４

校
　

　
 
　

2
人

 

　
肢

体
不

自
由

学
級

及
び

病
弱

学
級

等
に

在
籍

す
る

児
童

生
徒

の
う

ち
、

生
活

介
助

が
必

要
で

あ
る

も
の

に
対

し
、

平
成

2
3
年

度
か

ら
訪

問
介

護
事

業
所

に
業

務
委

託
し

生
活

介
助

員
を

派
遣

し
た

。

　
ま

た
、

特
に

医
療

的
ケ

ア
が

必
要

で
あ

る
も

の
に

対
し

て
は

、
令

和
元

年
度

か
ら

訪
問

看
護

事
業

所
に

業
務

委
託

し
看

護
師

を
派

遣
し

た
。

　
通

常
学

級
に

は
引

き
続

き
学

習
支

援
員

を
配

置
し

た
。

　
 
複

式
学

校
に

複
式

学
習

支
援

員
を

配
置

し
た

。

・
生

活
介

助
員

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

８
校

　
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
基

に
、

ネ
ッ

ト
上

の
い

じ
め

等
も

含
め

、
い

じ
め

の
実

態
把

握
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

　
令

和
５

年
５

月
の

「
音

更
町

い
じ

め
防

止
基

本
方

針
」

の
改

定
を

踏
ま

え
、

各
学

校
に

お
い

て
「

い
じ

め
防

止
基

本
方

針
」

を
改

定
す

る
な

ど
校

内
体

制
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、

教
育

委
員

会
で

各
学

校
の

ハ
イ

パ
ー

Q
U
ア

ン
ケ

ー
ト

の
分

析
を

行
い

、
結

果
を

学
校

に
伝

え
る

こ
と

で
、

い
じ

め
・

不
登

校
の

早
期

発
見

・
早

期
解

消
に

努
め

て
い

る
。

　
新

た
な

学
習

指
導

要
領

に
お

い
て

「
学

習
の

基
盤

と
な

る
資

質
・

能
力

」
に

位
置

付
け

ら
れ

て
い

る
「

情
報

活
用

能
力

」
の

育
成

の
た

め
、

各
学

校
に

お
い

て
1
人

1
台

の
タ

ブ
レ

ッ
ト

端
末

を
活

用
し

て
い

る
。

　
音

更
町

教
育

研
究

所
や

新
し

い
か

た
ち

の
学

び
の

授
業

力
向

上
推

進
事

業
に

お
け

る
推

進
教

員
が

中
心

と
な

っ
て

学
習

支
援

ア
プ

リ
の

効
果

的
な

活
用

に
係

る
研

修
会

及
び

授
業

公
開

を
行

っ
た

ほ
か

、
ク

ラ
ウ

ド
を

活
用

し
町

内
の

全
教

職
員

向
け

に
授

業
に

お
け

る
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

の
情

報
を

発
信

す
る

な
ど

、
町

全
体

へ
の

成
果

の
普

及
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

　
今

後
も

Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ

ス
ク

ー
ル

構
想

を
推

進
し

て
い

く
た

め
に

は
、

保
護

者
の

理
解

や
協

力
が

不
可

欠
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
１

人
１

台
端

末
を

活
用

し
た

授
業

を
保

護
者

に
体

験
し

て
も

ら
う

講
座

を
生

涯
学

習
課

と
連

携
し

実
施

し
た

。

　
外

国
語

指
導

助
手

に
つ

い
て

は
、

小
中

学
校

を
は

じ
め

、
社

会
人

の
英

会
話

教
室

や
国

際
交

流
の

集
い

な
ど

幅
広

く
活

用
さ

れ
て

い
る

。
令

和
２

年
度

か
ら

小
学

校
英

語
教

科
が

開
始

さ
れ

た
こ

と
に

伴
い

、
取

組
の

強
化

を
図

る
た

め
、

外
国

語
指

導
助

手
を

令
和

元
年

８
月

に
１

人
増

員
し

て
い

る
。

　
外

部
サ

ポ
ー

ト
講

師
の

派
遣

に
つ

い
て

は
、

各
小

学
校

の
指

導
目

標
に

応
じ

た
外

国
語

活
動

を
補

助
す

る
た

め
、

今
後

も
継

続
し

て
い

き
た

い
。

　
英

語
学

習
支

援
ツ

ー
ル

に
つ

い
て

は
、

令
和

７
年

度
か

ら
の

本
格

導
入

に
向

け
て

、
各

中
学

校
と

連
携

の
上

、
導

入
効

果
を

検
証

し
た

。

　
特

別
支

援
学

級
に

在
籍

す
る

肢
体

不
自

由
等

の
障

が
い

が
あ

る
児

童
生

徒
の

学
校

生
活

を
支

援
す

る
た

め
、

今
後

も
生

活
介

助
員

の
配

置
が

必
要

で
あ

る
。

　
平

成
2
0
年

度
か

ら
配

置
し

て
い

る
特

別
支

援
教

育
学

習
支

援
員

は
、

通
常

学
級

に
お

け
る

発
達

障
害

等
に

よ
り

特
別

な
支

援
を

要
す

る
児

童
生

徒
に

対
し

て
、

学
習

活
動

や
学

校
生

活
上

に
お

け
る

支
援

を
行

っ
て

い
る

。
通

常
学

級
に

お
け

る
合

理
的

配
慮

な
ど

の
充

実
を

図
る

た
め

、
令

和
６

年
度

に
２

人
増

員
し

た
。

継
続

的
な

配
置

と
必

要
に

応
じ

た
増

員
の

検
討

が
今

後
も

必
要

で
あ

る
。

　
平

成
2
5
年

度
か

ら
配

置
し

て
い

る
複

式
学

習
支

援
員

は
、

複
式

学
級

の
児

童
の

指
導

補
助

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
複

式
学

年
別

指
導

の
充

実
を

図
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

今
後

も
配

置
が

必
要

で
あ

る
。

　
障

が
い

の
あ

る
児

童
生

徒
又

は
特

別
な

教
育

的
支

援
を

必
要

と
す

る
児

童
生

徒
の

就
学

及
び

教
育

的
支

援
を

審
議

す
る

教
育

支
援

委
員

会
に

つ
い

て
、

町
内

の
幼

児
教

育
施

設
の

職
員

を
委

員
に

委
嘱

し
、

専
門

的
な

立
場

か
ら

の
助

言
を

受
け

て
幼

児
期

か
ら

の
一

貫
し

た
支

援
の

参
考

に
す

る
な

ど
、

機
能

の
充

実
を

図
っ

た
。

－38－



項
目

主
要

な
施

策
成

果
教

育
委

員
会

の
点

検
・

評
価

（
２

）
社

会
教

育
の

振
興

１
青

少
年

教
育

事
業

　
団

体
活

動
を

奨
励

し
、

体
験

学
習

の
充

実
と

指
導

者
の

養
成

を
図

る
た

め
、

青
少

年
の

健
全

育
成

に

努
め

た
。

(
単

位
　

人
)

２
青

少
年

対
策

　
放

課
後

子
ど

も
教

室
を

開
設

し
た

ほ
か

、
巡

視
指

導
活

動
や

不
審

者
情

報
の

提
供

、
悩

み
相

談
、

広
報

活
動

及
び

関
係

機
関

と
の

連
携

な
ど

に
よ

り
青

少
年

の
健

全
育

成
を

図
っ

た
。

放
課

後
子

ど
も

教
室

の
実

施
開

催
回

数
参

加
人

数

音
更

小
人

 
 
 
9
回

 
 
 
 
延

 
 
3
5
8
人

回
延

人

下
音

更
小

人
 
 
1
0
回

 
 
 
 
延

 
 
6
4
3
人

回
延

人

駒
場

小
人

 
 
1
0
回

 
 
 
 
延

 
 
 
7
4
人

回
延

人

柳
町

小
人

 
 
1
0
回

 
 
 
 
延

 
 
5
8
7
人

回
延

人

緑
陽

台
小

人
 
 
 
9
回

 
 
 
 
延

 
 
5
0
3
人

回
延

人

鈴
蘭

小
人

 
 
 
9
回

 
 
 
 
延

 
 
人

回
延

人

木
野

東
小

人
 
 
1
2
回

 
 
 
 
延

 
 
4
6
0
人

回
延

人

下
士

幌
小

人
 
 
 
1
回

 
 
 
 
延

 
 
 
1
2
人

回
延

人

西
中

音
更

小
人

 
 
 
5
回

 
 
 
 
延

 
 
 
6
4
人

回
延

人

東
士

狩
小

人
 
 
 
1
回

 
 
 
 
延

 
 
 
2
2
人

回
延

人

東
士

幌
小

人
 
 
 
2
回

 
 
 
 
延

 
 
 
1
1
人

回
延

人

合
計

人
回

延
人

事
業

名
参

加
人

数

こ
ど

も
姉

妹
町

視
察

研
修

（
岩

手
県

軽
米

町
）

1
9

夏
期

・
冬

期
リ

ー
ダ

ー
研

修
会

4
4

秋
山

ハ
イ

キ
ン

グ
2
9

中
高

生
リ

ー
ダ

ー
研

修
会

1
1

こ
ど

も
体

験
隊

2
9

熟
年

先
生

講
座

（
夏

期
・

冬
期

）
1
8

国
際

交
流

の
つ

ど
い

1
5

北
部

３
町

ジ
ュ

ニ
ア

リ
ー

ダ
ー

ズ
キ

ャ
ン

プ
1
2

は
た

ち
の

集
い

3
9
5

対
策

内
容

実
 
施

 
回

 
数

 
等

登
録

人
数

5
5

9
3
5
7

7
9

1
0

6
4
3

1
5

8
9
3

7
7

1
0

5
8
7

4
6

9
2
9
5

9
0

1
0

6
3
3

6
4

1
0

5
0
1

2
6

8
1
5
8

1
3

7
5
9

1
8

3
5
0

9
2

1
6

4
9
2

8
6

3
,
3
9
2

　
こ

ど
も

姉
妹

町
視

察
研

修
は

、
姉

妹
町

締
結

当
初

か
ら

継
続

し
て

い
る

小
学

生
の

相
互

派
遣

交
流

事
業

で
あ

り
、

視
察

研
修

は
令

和
5
年

度
か

ら
相

互
派

遣
を

再
開

し
、

交
流

の
継

続
と

両
町

の
相

互
理

解
を

図
る

機
会

を
提

供
で

き
た

。
　

夏
期

・
冬

期
リ

ー
ダ

ー
研

修
会

に
つ

い
て

は
小

学
校

高
学

年
を

対
象

と
し

て
、

秋
山

ハ
イ

キ
ン

グ
に

つ
い

て
は

小
学

校
低

学
年

を
対

象
と

し
て

継
続

実
施

し
て

い
る

ほ
か

、
平

成
3
0
年

度
か

ら
行

っ
て

い
る

中
学

生
の

リ
ー

ダ
ー

研
修

会
に

令
和

6
年

度
は

高
校

生
も

加
え

、
今

後
小

学
生

リ
ー

ダ
ー

研
修

会
等

に
お

け
る

運
営

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

育
成

に
つ

な
が

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

て
い

る
。

　
こ

ど
も

体
験

隊
、

熟
年

先
生

講
座

、
国

際
交

流
の

つ
ど

い
は

、
さ

ま
ざ

ま
な

体
験

活
動

を
通

し
て

豊
か

な
情

操
や

心
身

の
健

全
育

成
、

国
際

理
解

の
促

進
を

図
る

と
と

も
に

、
子

ど
も

の
居

場
所

づ
く

り
を

提
供

す
る

も
の

で
あ

り
、

継
続

実
施

が
必

要
で

あ
る

。
熟

年
先

生
講

座
に

つ
い

て
は

、
長

期
休

業
中

に
各

学
校

で
学

習
支

援
活

動
が

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

も
あ

り
、

参
加

人
数

は
減

少
傾

向
に

あ
る

が
、

講
師

を
担

っ
て

い
る

退
職

校
長

教
頭

と
の

世
代

間
交

流
の

側
面

も
あ

る
こ

と
か

ら
、

開
催

方
法

や
内

容
を

検
討

し
な

が
ら

継
続

が
必

要
で

あ
る

。
　

北
部

3
町

ジ
ュ

ニ
ア

リ
ー

ダ
ー

ズ
キ

ャ
ン

プ
は

、
士

幌
町

、
上

士
幌

町
と

連
携

し
て

実
施

し
て

い
る

社
会

教
育

共
同

事
業

の
一

つ
で

、
他

町
の

子
ど

も
た

ち
と

の
交

流
や

体
験

活
動

を
通

し
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
を

養
い

、
思

い
や

り
の

心
を

育
む

場
と

な
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

今
後

も
継

続
し

た
取

組
と

し
て

い
く

こ
と

を
確

認
し

て
い

る
。

　
は

た
ち

の
集

い
に

つ
い

て
は

、
成

年
年

齢
が

1
8
歳

に
引

き
下

げ
ら

れ
た

こ
と

に
よ

り
名

称
を

成
人

式
か

ら
変

更
し

て
、

町
と

教
育

委
員

会
の

共
催

と
し

て
開

催
し

、
あ

わ
せ

て
オ

ン
ラ

イ
ン

に
よ

る
ラ

イ
ブ

配
信

を
継

続
し

て
行

っ
て

い
る

。
人

生
の

大
き

な
節

目
の

年
齢

で
あ

る
2
0
歳

を
祝

い
、

主
体

的
な

参
画

と
成

人
と

し
て

の
自

覚
を

改
め

て
促

す
機

会
と

し
て

、
今

後
も

継
続

が
必

要
で

あ
る

。

　
　

放
課

後
子

ど
も

教
室

は
、

小
学

生
全

学
年

を
対

象
と

し
、

放
課

後
に

小
学

校
体

育
館

で
、

勉
強

や
ス

ポ
ー

ツ
、

文
化

活
動

な
ど

、
児

童
と

地
域

住
民

が
交

流
し

な
が

ら
、

児
童

の
自

主
性

や
社

会
性

、
創

造
性

な
ど

を
養

う
た

め
の

安
全

、
安

心
な

「
子

ど
も

の
居

場
所

づ
く

り
」

を
目

的
と

し
て

平
成

2
8
年

度
か

ら
開

設
し

、
外

部
講

師
や

地
域

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

と
と

も
に

運
営

し
て

い
る

。
当

初
は

4
校

で
ス

タ
ー

ト
し

た
が

、
令

和
５

年
度

か
ら

町
内

全
小

学
校

1
1

校
で

開
設

し
て

お
り

、
児

童
登

録
数

及
び

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

数
も

増
加

し
活

動
が

定
着

し
て

い
る

。
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項
目

主
要

な
施

策
成

果
教

育
委

員
会

の
点

検
・

評
価

２
青

少
年

対
策

巡
視

指
導

 
 
延

 
 
5
7
9
回

延
回

延
人

適
時

不
審

者
等

情
報

提
供

件

広
報

活
動

広
報

紙
回

巡
視

車
に

よ
る

啓
発

適
時

研
修

活
動

会
議

・
研

修
会

回

学
校

・
関

係
機

関
・

団
体

と
の

連
携

学
校

訪
問

回

３
成

人
教

育
事

業
　

学
習

の
場

と
機

会
を

提
供

し
、

計
画

的
・

継
続

的
学

習
を

進
め

る
と

と
も

に
、

団
体

の
自

主
的

活
動

の
助

長
に

努
め

た
。

(
単

位
　

人
)

6
0
1

1
,
2
7
2

有
害

環
境

の
浄

化
活

動

2
0 9

1
0

3
4

事
業

名
参

加
人

数

家
庭

教
育

学
級

（
8
学

級
）

1
,
0
5
7

幼
児

家
庭

教
育

学
級

（
マ

マ
と

パ
パ

の
講

座
）

1
5

幼
児

家
庭

教
育

学
級

（
マ

マ
と

パ
パ

の
講

座
）

公
開

講
座

3
6

女
性

ラ
イ

フ
ス

ク
ー

ル
5
0

シ
ニ

ア
学

級
（

3
学

級
）

2
0
0

シ
ニ

ア
大

学
（

す
ず

ら
ん

カ
レ

ッ
ジ

：
4
学

年
）

1
6

シ
ニ

ア
大

学
院

（
す

ず
ら

ん
大

学
院

：
2
学

年
）

1
9

お
と

ふ
け

「
教

育
を

考
え

る
日

」
記

念
フ

ェ
ス

タ
4
5
0

巡
視

指
導

活
動

　
巡

視
指

導
活

動
は

、
青

少
年

の
安

全
を

守
る

活
動

と
し

て
、

町
青

少
年

指
導

員
と

各
中

学
校

区
内

に
青

少
年

対
策

地
区

指
導

員
を

配
置

し
、

巡
視

活
動

を
実

施
し

た
。

　
有

害
環

境
の

浄
化

活
動

は
、

町
内

の
遊

戯
施

設
に

依
願

し
、

施
設

内
巡

視
や

利
用

状
況

を
聞

き
、

青
少

年
の

行
動

を
把

握
す

る
機

会
と

な
っ

て
い

る
。

　
不

審
者

等
情

報
提

供
は

、
不

審
者

等
が

発
生

し
た

場
合

、
小

中
学

校
と

連
携

し
、

保
育

園
や

警
察

等
の

関
係

機
関

に
情

報
の

提
供

と
注

意
喚

起
を

行
い

、
保

護
者

や
地

域
の

防
犯

意
識

を
高

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
　

広
報

活
動

は
、

青
少

年
だ

よ
り

「
か

け
橋

」
を

発
行

し
、

不
審

者
・

防
犯

、
自

転
車

の
乗

り
方

、
ネ

ッ
ト

ト
ラ

ブ
ル

な
ど

に
つ

い
て

周
知

・
啓

発
し

、
青

少
年

の
健

全
育

成
を

図
っ

た
。

　
研

修
活

動
は

、
管

内
市

町
村

が
集

ま
る

青
少

年
関

連
の

会
議

・
研

修
会

に
参

加
し

、
最

近
の

青
少

年
の

動
向

を
知

り
、

活
動

に
反

映
さ

せ
た

。
　

学
校

・
関

係
機

関
・

団
体

と
の

連
携

は
、

関
係

機
関

と
情

報
交

換
等

を
行

う
と

共
に

、
春

と
冬

に
年

２
回

、
全

1
6
小

中
学

校
と

音
更

高
校

を
訪

問
し

、
青

少
年

に
関

す
る

情
報

提
供

や
意

見
交

換
を

行
い

、
学

校
と

の
連

携
強

化
に

努
め

た
。

　
各

家
庭

教
育

学
級

は
、

幼
児

・
小

中
学

生
の

保
護

者
の

子
育

て
支

援
と

資
質

向
上

を
図

る
た

め
、

今
後

も
継

続
が

必
要

で
あ

る
。

幼
児

家
庭

教
育

学
級

は
、

子
育

て
に

お
け

る
知

識
・

能
力

を
身

に
付

け
る

学
習

の
場

を
提

供
す

る
と

と
も

に
、

受
講

生
が

安
心

し
て

学
習

活
動

に
取

り
組

め
る

よ
う

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
託

児
、

土
曜

日
の

公
開

講
座

の
実

施
な

ど
、

参
加

し
や

す
い

環
境

整
備

を
行

い
実

施
し

た
。

　
女

性
ラ

イ
フ

ス
ク

ー
ル

は
、

自
ら

学
ぶ

、
と

も
に

学
ぶ

こ
と

の
視

点
か

ら
学

習
の

大
切

さ
を

通
し

て
生

活
課

題
の

解
決

や
社

会
人

と
し

て
の

資
質

向
上

を
図

る
と

と
も

に
幅

広
く

学
習

機
会

を
提

供
す

る
た

め
に

、
年

齢
制

限
を

撤
廃

し
た

と
こ

ろ
受

講
生

の
増

加
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

　
高

齢
者

関
係

事
業

は
、

人
生

1
0
0
年

時
代

を
迎

え
る

中
、

自
己

の
能

力
を

高
め

、
生

き
が

い
を

も
っ

て
充

実
し

た
人

生
を

送
る

た
め

に
、

誰
も

が
い

つ
で

も
ど

こ
で

も
自

由
に

学
習

機
会

を
選

択
し

て
学

ぶ
こ

と
が

で
き

る
環

境
づ

く
り

を
進

め
、

高
齢

者
の

生
き

が
い

の
創

出
と

豊
か

な
地

域
づ

く
り

へ
の

参
加

促
進

を
図

る
た

め
、

今
後

も
継

続
が

必
要

な
事

業
で

あ
る

。
令

和
5
年

度
か

ら
名

称
を

高
齢

者
か

ら
シ

ニ
ア

学
級

・
大

学
・

大
学

院
に

改
称

し
実

施
し

た
ほ

か
、

シ
ニ

ア
学

級
に

つ
い

て
は

、
音

更
・

下
音

更
・

豊
田

の
3
学

級
で

実
施

し
て

い
る

。
　

お
と

ふ
け

「
教

育
を

考
え

る
日

」
記

念
フ

ェ
ス

タ
は

、
「

教
育

を
考

え
る

日
」

の
理

念
や

趣
旨

、
具

体
的

な
取

組
等

を
紹

介
す

る
こ

と
で

、
町

民
の

教
育

へ
の

関
心

を
高

め
、

次
代

を
担

う
子

ど
も

た
ち

へ
の

教
育

に
関

す
る

取
り

組
み

を
地

域
ぐ

る
み

で
推

進
し

、
本

町
教

育
の

充
実

と
発

展
を

図
る

た
め

に
、

実
行

委
員

会
に

交
付

金
を

交
付

し
て

実
施

し
て

い
る

。
令

和
6
年

度
は

、
5
年

ぶ
り

に
お

と
ぷ

け
給

食
試

食
を

復
活

し
た

ほ
か

、
教

育
活

動
報

告
な

ど
を

通
し

て
教

育
へ

の
関

心
を

高
め

る
機

会
を

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
た

と
考

え
て

お
り

、
今

後
も

同
様

の
内

容
で

継
続

し
て

い
く

。
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項
目

主
要

な
施

策
成

果
教

育
委

員
会

の
点

検
・

評
価

４
生

涯
学

習
事

業
　

生
涯

学
習

へ
の

認
識

を
深

め
る

と
と

も
に

、
町

内
高

等
教

育
機

関
等

と
の

連
携

に
よ

る
学

習
機

会
の

提
供

を
図

っ
た

。

　
社

会
の

変
化

に
対

応
し

心
豊

か
に

生
き

て
い

く
た

め
に

、
自

己
学

習
や

世
代

間
・

地
域

間
交

流
の

促

進
を

図
っ

た
。

(
単

位
　

人
)

史
跡

め
ぐ

り
ツ

ア
ー

（
2
回

）

出
張

講
座

（
4
回

）

(
単

位
　

人
)

事
業

名
参

加
人

数

生
涯

学
習

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
2
,
1
2
6

Ｏ
Ｏ

Ｊ
Ｃ

オ
ー

プ
ン

カ
レ

ッ
ジ

（
1
1
講

座
、

3
事

業
）

（
音

更
町

・
帯

広
大

谷
短

期
大

学
共

同
生

涯
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

事
業

）
7
3
9

Ｏ
Ｏ

Ｊ
Ｃ

オ
ー

プ
ン

カ
レ

ッ
ジ

小
学

生
講

座
（

4
講

座
、

1
事

業
）

6
0

高
校

開
放

講
座

（
9
講

座
）

（
音

更
町

・
音

更
高

等
学

校
連

携
生

涯
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

事
業

）
1
1
5

生
涯

学
習

ま
ち

づ
く

り
セ

ミ
ナ

ー
4
2

事
業

名
参

加
人

数

生
涯

学
習

講
座

（
1
1
講

座
）

2
3
6

2
0

資
料

館
講

座
（

6
回

）
9
0

音
更

ふ
る

さ
と

資
料

館
キ

ッ
ズ

フ
ェ

ス
タ

1
,
0
0
0

8
6

み
ん

な
で

歌
お

う
思

い
出

の
校

歌
ア

ー
カ

イ
ブ

事
業

（
対

象
3
3
校

）
公

開
済

　
　

1
6
校

　
生

涯
学

習
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

は
、

生
涯

学
習

を
実

践
す

る
各

種
団

体
に

よ
る

実
行

委
員

会
形

式
で

実
施

し
て

お
り

、
2
日

間
の

日
程

で
開

催
し

た
。

実
践

者
が

一
堂

に
会

し
交

流
を

深
め

る
と

と
も

に
、

貴
重

な
学

習
成

果
の

発
表

の
場

で
も

あ
る

こ
と

か
ら

、
今

後
も

開
催

時
期

や
内

容
を

検
討

し
な

が
ら

継
続

実
施

す
る

。
　

Ｏ
Ｏ

Ｊ
Ｃ

オ
ー

プ
ン

カ
レ

ッ
ジ

は
帯

広
大

谷
短

期
大

学
と

共
同

で
、

対
面

式
と

オ
ン

ラ
イ

ン
を

活
用

し
て

実
施

し
、

高
校

開
放

講
座

は
、

音
更

高
校

と
共

同
で

実
施

す
る

学
習

講
座

で
あ

り
、

そ
れ

ぞ
れ

の
教

育
機

関
等

の
教

育
力

を
活

用
し

た
事

業
で

あ
る

。
こ

れ
は

、
地

域
の

教
育

資
源

を
積

極
的

に
活

用
す

る
極

め
て

有
効

な
事

業
で

あ
り

、
今

後
も

町
民

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
、

継
続

性
の

あ
る

魅
力

的
な

講
座

（
学

習
機

会
）

を
提

供
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

　
生

涯
学

習
ま

ち
づ

く
り

セ
ミ

ナ
ー

は
生

涯
学

習
に

よ
る

ま
ち

（
地

域
）

づ
く

り
、

人
づ

く
り

を
め

ざ
し

た
事

業
（

学
習

講
座

）
で

あ
り

、
令

和
6
年

度
は

音
更

高
校

の
M
A
+
C
H
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

発
表

を
行

い
、

高
校

生
と

地
元

企
業

が
共

同
開

発
し

た
商

品
の

試
食

提
供

や
、

共
同

開
発

に
協

力
し

て
い

た
だ

い
た

企
業

社
長

に
講

演
を

し
て

も
ら

う
な

ど
、

町
民

と
地

元
企

業
、

そ
し

て
学

校
と

の
地

域
の

つ
な

が
り

が
で

き
る

事
業

と
な

っ
た

。
こ

の
よ

う
な

、
生

涯
学

習
を

通
し

た
町

民
参

加
と

協
働

に
よ

る
ま

ち
づ

く
り

を
推

進
し

て
い

く
た

め
に

有
効

な
事

業
で

あ
り

、
今

後
も

継
続

し
て

い
く

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
　

生
涯

学
習

講
座

は
、

継
続

実
施

し
て

い
る

書
道

講
座

、
木

工
教

室
の

ほ
か

、
食

育
・

食
文

化
プ

ロ
デ

ュ
ー

サ
ー

に
よ

る
、

小
学

生
ク

ッ
キ

ン
グ

講
座

や
、

郷
土

の
食

文
化

を
伝

え
る

講
座

を
実

施
し

た
。

各
種

講
座

は
生

き
が

い
づ

く
り

や
文

化
的

生
活

を
支

援
す

る
も

の
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
今

後
も

町
民

ニ
ー

ズ
や

社
会

の
変

化
に

対
応

し
た

講
座

を
実

施
し

て
い

く
。

　
町

の
史

跡
文

化
財

な
ど

を
バ

ス
で

め
ぐ

る
史

跡
巡

り
ツ

ア
ー

及
び

地
域

の
歴

史
や

文
化

、
自

然
に

つ
い

て
学

ぶ
資

料
館

講
座

に
つ

い
て

は
、

町
の

歴
史

や
文

化
な

ど
に

触
れ

る
貴

重
な

学
習

機
会

と
な

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
今

後
も

継
続

実
施

し
て

い
く

。
　

ま
た

、
音

更
ふ

る
さ

と
資

料
館

キ
ッ

ズ
フ

ェ
ス

タ
に

つ
い

て
は

、
多

く
の

家
族

連
れ

が
来

場
し

、
資

料
館

の
魅

力
発

信
と

施
設

利
用

促
進

に
つ

な
が

る
絶

好
の

機
会

と
な

っ
た

。
　

今
後

も
常

設
展

示
に

加
え

、
思

い
出

の
校

歌
ア

ー
カ

イ
ブ

事
業

や
昔

の
写

真
収

集
保

存
事

業
を

実
施

し
、

施
設

の
利

用
促

進
を

図
る

と
と

も
に

、
郷

土
の

歴
史

文
化

を
学

ぶ
機

会
を

提
供

し
、

子
ど

も
か

ら
大

人
ま

で
幅

広
く

郷
土

愛
を

育
む

学
習

活
動

を
推

進
す

る
。
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項
目

主
要

な
施

策
成

果
教

育
委

員
会

の
点

検
・

評
価

５
地

域
学

校
協

働
活

動

ど
も

た
ち

の
成

長
を

支
え

る
活

動
を

行
う

も
の

で
、

「
ふ

る
さ

と
お

と
ふ

け
学

」
と

呼
称

さ
れ

て
い

る
。

(
単

位
　

件
)

令
和

6
年

度
地

域
学

校
協

働
活

動
外

部
講

師
登

録
者

数
　

1
3
8
団

体
（

う
ち

複
数

登
録

2
4
）

６
社

会
教

育
施

設
の

整
備

社
会

教
育

施
設

の
整

備
を

次
の

と
お

り
実

施
し

た
。

（
１

）
地

区
公

民
館

改
修

事
業

費

　
　

　
然

別
公

民
館

屋
根

塗
装

改
修

ア
ス

ベ
ス

ト
調

査
、

　
　

　
然

別
公

民
館

屋
根

塗
装

改
修

設
計

業
務

　
　

　

　
　

　
然

別
公

民
館

パ
ッ

ケ
ー

ジ
型

消
火

設
備

 
1
基

　
　

（
２

）
生

涯
学

習
セ

ン
タ

ー
改

修
事

業
費

　
　

　
生

涯
学

習
セ

ン
タ

ー
照

明
器

具
改

修
工

事
、

　
　

　
生

涯
学

習
セ

ン
タ

ー
エ

ア
コ

ン
整

備
電

気
設

備
工

事
、

　
　

　
生

涯
学

習
セ

ン
タ

ー
エ

ア
コ

ン
整

備
機

械
設

備
工

事

（
３

）
集

団
研

修
施

設
改

修
事

業

　
　

　
集

団
研

修
施

設
受

変
電

設
備

改
修

工
事

（
４

）
伊

福
部

昭
音

楽
資

料
室

の
解

説
パ

ネ
ル

増
設

　
　

　
図

書
館

分
館

エ
ア

コ
ン

整
備

工
事

　
「

地
域

学
校

協
働

活
動

」
は

、
学

校
を

核
と

し
た

地
域

づ
く

り
を

目
指

し
、

地
域

全
体

で
未

来
を

担
う

子

実
施

数

小
学

校
中

学
校

音
更

高
校

合
 
計

5
1
3

8
7

1
3

6
1
3

合
　

計
5
5
3

1
0
2

1
7

6
7
2

1
,
9
8
1
,
1
0
0
円

3
1
,
3
0
6
,
0
0
0
円

1
0
,
5
0
5
,
0
0
0
円

1
7
3
,
8
7
6
円

2
2
,
5
6
1
,
6
7
9
円

分
　

野
主

な
内

容

ふ
る

さ
と

教
育

的
分

野

自
然

科
学

 
6
0
、

防
災

・
危

機
対

策
 
8
3
、

食
育

 
6
8
、

産
業

経
済

 
3
4
、

医
療

福
祉

 
3
2
、

環
境

生
活

 
5
9
、

伝
統

文
化

・
芸

術
 
1
5
3
、

国
際

理
解

 
5
、

進
路

学
習

・
職

場
見

学
 
5
8
、

そ
の

他
6
1
 

（
う

ち
キ

ャ
リ

ア
教

育
）

1
9

3
7

2
5
8

職
場

体
験

学
習

協
力

登
録

者
数

9
2
団

体
、

う
ち

中
学

校
5
校

に
6
2
団

体
が

受
入

れ
、

中
学

校
内

で
の

職
場

学
習

会
3
2
、

小
学

校
の

職
場

見
学

1
6
、

そ
の

他
5

政
治

教
育

的
分

野
1
9

6
1

2
6

主
権

者
教

育
(
模

擬
選

挙
）

1
7
、

議
会

傍
聴

2
、

ま
ち

づ
く

り
プ

レ
ゼ

ン
5
、

人
権

擁
護

教
室

2

経
済

教
育

的
分

野
2
1

9
3

3
3

消
費

者
教

育
教

室
1
9
、

租
税

教
室

1
3
、

金
融

教
室

１

　
令

和
５

年
度

の
本

格
実

施
か

ら
2
年

目
を

迎
え

、
学

校
側

の
ニ

ー
ズ

に
少

し
で

も
応

え
ら

れ
る

よ
う

、
常

に
学

校
訪

問
を

実
施

し
、

情
報

交
換

に
努

め
た

。
ま

た
協

力
し

て
く

だ
さ

る
町

内
(
公

共
施

設
は

帯
広

市
も

含
め

て
）

の
事

業
所

に
も

赴
い

て
引

き
続

き
協

力
要

請
を

し
、

そ
れ

を
元

に
「

地
域

学
校

協
働

活
動

外
部

講
師

リ
ス

ト
」

を
作

成
し

て
、

年
2
回

各
小

中
学

校
に

配
布

し
て

い
る

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
こ

の
外

部
講

師
リ

ス
ト

の
活

用
に

よ
り

、
教

員
の

負
担

を
大

き
く

軽
減

し
な

が
ら

、
専

門
性

の
あ

る
授

業
を

行
う

こ
と

が
可

能
と

な
っ

た
ほ

か
、

各
学

校
で

の
特

色
あ

る
取

組
を

学
校

間
で

共
有

す
る

こ
と

で
、

活
動

の
広

が
り

も
見

ら
れ

る
よ

う
に

な
り

、
昨

年
度

よ
り

4
5
％

増
の

活
動

実
績

と
な

っ
た

。
　

令
和

６
年

度
は

音
更

高
校

が
「

道
立

高
校

地
学

協
働

ま
ち

づ
く

り
推

進
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
(
通

称
：

北
海

道
Ｍ

Ａ
＋

Ｃ
Ｈ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

）
」

の
認

定
校

に
採

択
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、
新

た
に

音
更

高
校

も
活

動
に

加
わ

る
こ

と
と

な
っ

た
。

　
ま

た
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ス
ク

ー
ル

（
Ｃ

Ｓ
）

か
ら

の
要

請
に

よ
り

、
主

に
情

報
モ

ラ
ル

教
室

や
闇

バ
イ

ト
、

薬
物

依
存

な
ど

の
危

機
対

策
部

門
に

お
い

て
、

保
護

者
も

共
に

授
業

を
参

観
す

る
な

ど
新

し
い

動
き

も
み

ら
れ

て
い

る
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

主
権

者
教

育
(
模

擬
選

挙
）

や
消

費
者

教
育

教
室

な
ど

の
社

会
参

画
分

野
に

つ
い

て
は

、
成

年
年

齢
が

1
8
歳

に
引

き
下

げ
ら

れ
た

こ
と

に
よ

る
、

様
々

な
事

象
を

想
定

し
な

が
ら

、
町

内
全

小
中

学
校

で
行

っ
て

い
る

が
、

子
ど

も
た

ち
が

直
接

町
長

と
の

対
話

や
交

流
を

通
じ

て
ま

ち
づ

く
り

へ
の

提
案

を
行

う
な

ど
、

シ
チ

ズ
ン

シ
ッ

プ
教

育
の

充
実

が
計

ら
れ

て
い

る
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

町
内

の
中

学
校

で
は

毎
年

秋
に

「
職

場
体

験
学

習
」

を
行

っ
て

い
る

が
、

受
入

れ
企

業
、

団
体

の
照

会
や

斡
旋

を
行

い
、

最
後

の
人

数
調

整
の

み
各

中
学

校
で

行
う

形
と

な
っ

て
い

る
。

こ
れ

は
学

校
側

の
負

担
軽

減
だ

け
で

な
く

、
生

徒
の

職
業

選
択

の
幅

を
広

げ
る

一
助

と
な

っ
て

い
る

。

（
１

）
～

（
３

）
　

音
更

ふ
る

さ
と

資
料

館
展

示
室

の
水

銀
灯

照
明

を
L
E
D
に

改
修

し
た

ほ
か

、
老

朽
化

が
進

む
社

会
教

育
関

連
施

設
の

整
備

と
し

て
、

集
団

研
修

施
設

の
受

変
電

設
備

改
修

工
事

等
を

行
っ

た
。

　
今

後
も

長
寿

命
化

計
画

に
基

づ
い

て
、

利
用

者
が

安
全

安
心

に
利

用
で

き
る

よ
う

必
要

な
改

修
等

を
行

い
な

が
ら

施
設

の
保

全
を

推
進

す
る

。

（
４

）
　

音
更

ゆ
か

り
の

日
本

を
代

表
す

る
偉

大
な

作
曲

家
で

あ
る

伊
福

部
昭

氏
の

功
績

と
音

更
と

の
関

わ
り

を
後

世
に

伝
え

る
た

め
、

解
説

パ
ネ

ル
を

増
設

し
た

。
今

後
も

施
設

の
維

持
管

理
及

び
充

実
を

図
り

、
町

内
外

に
そ

の
魅

力
が

広
く

周
知

さ
れ

る
よ

う
情

報
発

信
に

努
め

る
。

　
ま

た
、

図
書

館
分

館
に

お
い

て
、

利
用

者
が

快
適

な
環

境
で

読
書

や
学

習
活

動
が

で
き

る
よ

う
エ

ア
コ

ン
を

整
備

し
た

。
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項
目

主
要

な
施

策
成

果
教

育
委

員
会

の
点

検
・

評
価

７
文

化
・

芸
術

事
業

 
 
芸

術
鑑

賞
や

発
表

の
機

会
を

提
供

す
る

な
ど

豊
か

な
心

を
養

う
と

と
も

に
、

各
文

化
団

体
や

関
係

機
関

と
協

力
、

連
携

し
、

芸
術

文
化

の
奨

励
と

向
上

に
努

め
た

。

(
単

位
　

人
)

８
地

域
お

こ
し

協
力

隊
の

 
 
ヴ

ァ
イ

オ
リ

ン
の

演
奏

活
動

を
通

じ
て

、
町

民
の

音
楽

へ
の

関
心

と
理

解
を

深
め

た
。

配
置

 
 
地

域
お

こ
し

協
力

隊
（

芸
術

文
化

活
動

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

）
報

酬
１

名
　

2
,
2
2
1
,
0
0
8
円

　
地

域
お

こ
し

協
力

隊
活

動
費

　
　

1
,
1
6
5
,
3
4
5
円

(
単

位
　

人
)

事
業

名
参

加
人

数

事
業

名
参

加
人

数

初
心

者
ヴ

ァ
イ

オ
リ

ン
体

験
講

座
　

6
回

1
6

ヴ
ァ

イ
オ

リ
ン

ふ
れ

あ
い

体
験

　
2
回

9

ヴ
ァ

イ
オ

リ
ン

リ
サ

イ
タ

ル
4
3
0

 
芸

術
文

化
大

会
参

加
補

助
金

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
全

道
団

体
1
件

、
全

道
個

人
3
件

、
全

国
個

人
4
件

、
全

国
団

体
9
件

）
4
7

中
学

生
芸

術
鑑

賞
会

8
4
1

小
学

生
芸

術
鑑

賞
会

8
9
2

文
化

祭
6
,
3
5
3

芸
術

鑑
賞

事
業

（
文

化
事

業
協

会
等

と
の

連
携

事
業

）
1
1
事

業
4
,
5
2
4

伊
福

部
昭

音
楽

セ
ミ

ナ
ー

延
べ

　
　

　
　

　
1
,
2
9
9

（
芸

術
文

化
大

会
参

加
補

助
金

）
　

芸
術

文
化

大
会

参
加

補
助

は
、

芸
術

文
化

部
門

に
お

い
て

優
秀

な
成

績
を

収
め

た
者

に
対

し
て

補
助

し
て

い
る

も
の

で
、

芸
術

文
化

の
奨

励
と

向
上

を
図

る
た

め
、

今
後

も
継

続
が

必
要

で
あ

る
。

（
中

学
生

芸
術

鑑
賞

会
・

小
学

生
芸

術
鑑

賞
会

）
　

中
学

生
は

例
年

ど
お

り
１

，
２

年
生

を
対

象
に

実
施

し
た

。
小

学
生

は
令

和
５

年
度

か
ら

対
象

学
年

を
見

直
し

て
お

り
、

５
，

６
年

生
を

対
象

に
実

施
し

た
。

今
後

も
情

操
教

育
の

一
環

と
し

て
、

引
き

続
き

鑑
賞

機
会

を
提

供
し

て
い

く
。

（
文

化
祭

）
　

芸
能

発
表

や
作

品
展

示
な

ど
、

町
民

の
日

頃
の

活
動

成
果

を
発

表
す

る
場

と
し

て
、

ま
た

、
人

々
の

交
流

の
場

を
広

げ
、

地
域

に
根

ざ
し

た
芸

術
文

化
活

動
と

人
づ

く
り

・
ま

ち
づ

く
り

を
推

進
す

る
た

め
、

今
後

も
継

続
す

る
必

要
が

あ
る

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 
 
　

（
芸

術
鑑

賞
事

業
）

　
文

化
事

業
協

会
と

連
携

し
、

幼
児

・
児

童
向

け
の

フ
ァ

ミ
リ

ー
ミ

ュ
ー

ジ
カ

ル
の

ほ
か

、
ク

ラ
シ

ッ
ク

や
歌

謡
曲

の
コ

ン
サ

ー
ト

な
ど

、
各

ジ
ャ

ン
ル

で
質

の
高

い
鑑

賞
事

業
を

１
１

事
業

実
施

し
た

。
町

民
に

優
れ

た
芸

術
文

化
の

鑑
賞

機
会

を
提

供
す

る
た

め
、

引
き

続
き

事
業

の
充

実
を

図
る

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 
 
　

（
伊

福
部

昭
音

楽
セ

ミ
ナ

ー
）

　
伊

福
部

昭
氏

の
音

楽
を

通
じ

て
全

国
か

ら
演

奏
家

が
集

い
、

国
内

外
で

活
躍

す
る

講
師

陣
の

実
技

指
導

と
参

加
者

全
員

に
よ

る
コ

ン
サ

ー
ト

な
ど

、
実

行
委

員
会

と
連

携
し

て
開

催
し

た
。

令
和

6
年

度
は

伊
福

部
氏

が
生

誕
1
1
0
年

の
年

に
な

っ
た

こ
と

か
ら

、
最

終
日

に
参

加
者

全
員

が
参

加
す

る
コ

ン
サ

ー
ト

を
「

伊
福

部
昭

生
誕

1
1
0
年

記
念

コ
ン

サ
ー

ト
」

と
し

て
実

施
し

た
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
任

用
期

間
　

令
和

６
年

４
月

１
日

～
令

和
７

年
３

月
３

１
日

）
　

令
和

６
年

度
は

、
任

期
の

最
終

年
度

で
あ

り
、

令
和

５
年

度
に

引
き

続
き

各
種

音
楽

団
体

へ
の

実
技

指
導

に
よ

る
人

材
育

成
や

小
中

学
校

及
び

保
育

施
設

等
に

お
け

る
訪

問
演

奏
の

ほ
か

、
屋

外
ス

テ
ー

ジ
コ

ン
サ

ー
ト

、
初

心
者

ヴ
ァ

イ
オ

リ
ン

体
験

講
座

な
ど

芸
術

文
化

の
振

興
に

資
す

る
活

動
に

取
り

組
ん

だ
。
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項
目

主
要

な
施

策
成

果
教

育
委

員
会

の
点

検
・

評
価

９
文

化
セ

ン
タ

ー
利

用
状

事
業

別
(
単

位
　

人
)

況

各
部

屋
別

(
単

位
　

人
)

1
0

文
化

セ
ン

タ
ー

の
長

寿
　

施
設

の
長

寿
命

化
を

図
る

た
め

、
次

の
と

お
り

実
施

し
た

。

命
化

事
業

手
法

検
討

　
長

寿
命

化
事

業
手

法
検

討
業

務
　

4
,
4
0
0
,
0
0
0
円

1
1

図
書

、
視

聴
覚

の
振

興
（

１
）

図
書

館
の

利
用

状
況

　
　

①
図

書
の

貸
出

状
況

図
書

館

分
館

団
体

市
町

村
連

携
貸

出

　
　

②
視

聴
覚

教
材

の
貸

出
状

況
（

単
位

　
件

）

　
　

③
入

館
者

数
（

単
位

　
人

）

図
書

館

分
館

研
　

修
　

会

講
　

　
　

演

講
　

習
　

会

人
数

5
7
,
8
5
1
 

8
,
4
3
5
 

5
,
3
4
1
 

1
,
3
8
7
 

1
4
,
2
0
2
 

8
7
,
2
1
6
 

大
ホ

ー
ル

小
ホ

ー
ル

楽
屋

1
～

3
音

楽
室

会
議

室
実

習
室

人
数

3
1
,
4
1
6
 

9
,
6
7
6
 

1
,
3
5
3
 

4
,
9
0
8
 

3
,
4
4
7
 

1
,
7
0
7
 

％
3
6
.
0
2
%

1
1
.
0
9
%

1
.
5
5
%

5
.
6
3
%

3
.
9
5
%

1
.
9
6
%

展
示

室
作

法
室

研
修

室
1

研
修

室
2

研
修

室
3

計

人
数

3
,
5
4
0
 

4
4
8
 

5
3
7
 

1
,
0
3
9
 

1
,
9
1
3
 

8
7
,
2
1
6
 

％
4
.
0
6
%

0
.
5
1
%

0
.
6
2
%

1
.
1
9
%

2
.
1
9
%

1
0
0
.
0
0
%

※
展

示
催

し
物

広
場

等
：

2
7
,
2
3
2
人

（
3
1
.
2
3
%
）

区
分

貸
出

冊
数

貸
出

人
数

等

1
7
5
,
0
2
1

4
1
,
5
4
3
人

1
6
,
8
3
6

4
,
9
6
8
人

3
9
,
9
8
6

1
,
1
2
5
件

5
0
1

2
9
4
件

計
2
3
2
,
3
4
4

区
分

貸
出

件
数

教
材

（
ビ

デ
オ

・
Ｄ

Ｖ
Ｄ

・
Ｃ

Ｄ
）

2
,
7
3
1

8
0
,
0
7
3

1
0
,
2
7
3

計
9
0
,
3
4
6

内
容

鑑
 
賞

 
会

　
　

発
 
表

 
会

サ
ー

ク
ル

活
　

　
動

講
　

　
座

そ
 
の

 
他

計

　
建

設
か

ら
ま

も
な

く
４

０
年

を
迎

え
る

な
か

で
、

施
設

の
長

寿
命

化
を

図
る

た
め

に
現

状
を

把
握

し
、

将
来

的
な

改
修

に
向

け
た

整
備

手
法

な
ど

に
つ

い
て

、
検

討
を

行
っ

た
。

　
鑑

賞
会

や
発

表
会

、
講

習
会

、
各

種
サ

ー
ク

ル
活

動
等

に
幅

広
く

利
用

さ
れ

て
お

り
、

住
民

の
身

近
な

施
設

と
し

て
の

役
割

を
果

た
し

て
い

る
。

今
後

も
施

設
の

適
正

な
維

持
管

理
に

努
め

、
利

用
し

や
す

い
施

設
づ

く
り

を
目

指
す

。

　
令

和
6
年

度
は

、
前

年
度

と
比

較
す

る
と

図
書

の
貸

出
冊

数
が

0
.
3
％

減
と

な
っ

た
も

の
の

、
貸

出
人

数
は

1
.
9
％

増
、

入
館

者
数

は
6
.
1
％

増
と

な
っ

て
い

る
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

発
生

前
（

平
成

3
0
年

度
）

と
比

較
す

る
と

貸
出

冊
数

は
1
2
.
5
％

減
、

貸
出

人
数

は
1
2
.
6
％

減
、

入
館

者
数

は
1
3
.
3
％

減
と

な
っ

て
い

る
。

　
電

子
図

書
館

の
利

用
を

含
め

た
場

合
に

は
、

前
年

度
比

で
貸

出
冊

数
は

1
.
4
％

増
、

貸
出

人
数

は
7
.
9
％

増
と

な
っ

た
が

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
発

生
前

と
の

比
較

で
は

貸
出

冊
数

は
6
.
0
％

減
、

貸
出

人
数

は
7
.
4
％

増
と

な
っ

て
い

る
。

　
ま

た
、

子
ど

も
の

利
用

状
況

に
つ

い
て

は
、

貸
出

冊
数

が
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

発
生

前
と

比
較

し
て

2
4
.
2
％

減
と

な
っ

て
い

る
が

、
電

子
図

書
館

の
利

用
を

含
め

る
と

1
.
4
％

増
と

な
っ

て
い

る
。

　
利

用
状

況
は

、
電

子
図

書
館

を
含

め
て

も
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

発
生

前
に

達
し

て
い

な
い

部
分

が
あ

る
が

、
令

和
4
年

度
以

降
、

回
復

傾
向

に
あ

る
こ

と
か

ら
、

広
報

や
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

Ｓ
Ｎ

Ｓ
な

ど
に

よ
り

効
果

的
に

情
報

を
発

信
し

な
が

ら
、

今
後

も
町

民
が

図
書

館
に

足
を

運
ん

で
い

た
だ

け
る

よ
う

な
事

業
を

展
開

す
る

と
と

も
に

、
学

校
司

書
と

連
携

し
、

電
子

図
書

館
を

効
果

的
に

活
用

す
る

必
要

が
あ

る
。
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項
目

主
要

な
施

策
成

果
教

育
委

員
会

の
点

検
・

評
価

1
1

図
書

、
視

聴
覚

の
振

興
　

　
④

図
書

館
の

蔵
書

冊
数

等
(
単

位
　

冊
)

　
　

⑤
電

子
図

書
館

貸
出

冊
数

貸
出

人
数

電
子

書
籍

総
数

（
２

）
図

書
館

事
業

の
実

施
状

況

読
書

感
想

文
コ

ン
ク

ー
ル

図
書

交
換

会

古
本

市

古
雑

誌
市

こ
ど

も
映

画
会

図
書

館
ビ

デ
オ

上
映

会

エ
ッ

セ
イ

教
室

絵
本

作
家

講
演

会

ロ
ビ

ー
コ

ン
サ

ー
ト

　
移

動
文

庫
文

庫
設

置

ブ
ッ

ク
ス

タ
ー

ト

ブ
ッ

ク
ス

タ
ー

ト
プ

ラ
ス

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

ス
タ

ー
ト

令
和

6
年

度
図

書
等

受
入

数

購
　

　
入

寄
　

贈
計

4
,
1
2
6

1
,
1
2
0

5
,
2
4
6

4
,
1
9
5

2
1
9
,
7
7
0

1
7
,
4
2
0
冊

1
0
,
9
9
2
人

1
3
,
5
1
6
冊

事
業

名
参

加
人

数
等

3
0
人

1
9
2
人

1
2
2
人

1
7
0
人

2
1
1
人

1
1
7
人

人
生

を
豊

か
に

す
る

講
座

(
2
講

座
)

4
9
人

図
書

館
d
e
ド

キ
ド

キ
ワ

ク
ワ

ク

体
験

講
座

(
2
講

座
)

デ
ジ

タ
ル

絵
本

づ
く

り

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

1
3
人

5
3
人

1
8
3
人

小
学

校
1
1
校

・
学

童
保

育
所

1
0
カ

所

ふ
れ

あ
い

教
室

2
カ

所
・

へ
き

地
保

育
所

6
カ

所

2
2
3
組

2
6
2
組

3
0
8
組

除
籍

冊
数

蔵
書

冊
数

3
2
人

1
5
人

　
多

く
の

事
業

で
例

年
を

上
回

る
参

加
状

況
と

な
り

、
入

館
者

数
の

増
に

つ
な

が
っ

た
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

今
後

も
幼

児
か

ら
高

齢
者

ま
で

多
く

の
町

民
が

参
加

で
き

る
事

業
を

展
開

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

　
ブ

ッ
ク

ス
タ

ー
ト

事
業

に
つ

い
て

は
、

参
加

者
か

ら
の

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
に

よ
る

と
、

事
業

を
き

っ
か

け
に

絵
本

を
手

に
取

る
よ

う
に

な
っ

た
家

庭
が

多
い

こ
と

が
分

か
っ

て
お

り
、

子
ど

も
の

読
書

推
進

に
効

果
的

な
事

業
の

た
め

、
継

続
し

て
実

施
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
　

ま
た

、
電

子
図

書
館

に
つ

い
て

は
、

音
更

の
歴

史
に

つ
い

て
の

理
解

を
深

め
、

郷
土

を
愛

す
る

心
を

育
む

た
め

、
音

更
町

史
や

郷
土

史
絵

本
の

提
供

を
始

め
た

ほ
か

、
デ

ジ
タ

ル
絵

本
作

り
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

で
参

加
者

が
制

作
し

た
絵

本
を

登
録

し
て

提
供

す
る

な
ど

、
電

子
図

書
館

内
の

郷
土

資
料

の
ア

ー
カ

イ
ブ

化
を

図
っ

て
い

る
。
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項
目

主
要

な
施

策
成

果
教

育
委

員
会

の
点

検
・

評
価

（
３

）
社

会
体

育
の

振
興

１
体

力
づ

く
り

、
健

康
づ

　
楽

し
く

継
続

的
に

体
力

づ
く

り
を

実
践

す
る

態
度

を
育

て
、

健
康

の
維

持
増

進
に

努
め

た
。

く
り

の
振

興
(
単

位
　

人
)

○
ス

ポ
ー

ツ
ラ

イ
フ

　
・

幼
児

た
い

そ
う

教
室

（
幼

児
教

育
）

　
・

チ
ャ

レ
ン

ジ
ス

ポ
ー

ツ
教

室
（

少
年

教
育

）
　

・
い

き
い

き
女

性
軽

ス
ポ

ー
ツ

教
室

（
成

人
教

育
）

　
・

4
0
歳

～
6
4
歳

ま
で

の
軽

ス
ポ

ー
ツ

教
室

（
成

人
教

育
）

　
・

シ
ニ

ア
ス

ポ
ー

ツ
学

級
（

成
人

教
育

）
○

ス
ポ

ー
ツ

教
室

　
・

こ
ど

も
体

操
教

室
　

・
こ

ど
も

Ｈ
Ｉ

Ｐ
Ｈ

Ｏ
Ｐ

教
室

　
・

こ
ど

も
ト

ラ
ン

ポ
リ

ン
教

室
　

・
短

期
子

供
体

操
教

室
　

・
ジ

ュ
ニ

ア
ト

ラ
ン

ポ
リ

ン
教

室
　

・
初

心
者

ス
ケ

ー
ト

教
室

　
・

こ
ど

も
水

泳
教

室
　

・
大

人
水

泳
教

室
　

・
短

期
こ

ど
も

水
泳

教
室

　
・

ひ
み

つ
の

特
訓

　
・

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ
教

室
　

・
ジ

ュ
ニ

ア
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

水
泳

教
室

　
・

ト
ッ

プ
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

水
泳

教
室

　
・

ベ
ビ

ー
ス

イ
ミ

ン
グ

教
室

　
・

個
人

レ
ッ

ス
ン

（
大

人
水

泳
）

　
・

ち
ゃ

っ
ぽ

ん
水

泳
教

室
　

・
プ

ラ
イ

ベ
ー

ト
レ

ッ
ス

ン
　

・
ジ

ュ
ニ

ア
プ

ラ
ス

教
室

　
・

北
海

道
日

本
ハ

ム
フ

ァ
イ

タ
ー

ズ
野

球
教

室
i
n
お

と
ふ

け
　

・
北

海
道

日
本

ハ
ム

フ
ァ

イ
タ

ー
ズ

野
球

体
験

イ
ベ

ン
ト

　
・

ス
ポ

ー
ツ

セ
ミ

ナ
ー

硬
式

テ
ニ

ス
教

室
○

体
力

づ
く

り
教

室
　

・
エ

ア
ロ

ビ
ク

ス
　

・
レ

ッ
ス

ン
プ

ロ
グ

ラ
ム

　
・

水
中

運
動

　
・

軽
運

動
教

室
○

ス
ポ

ー
ツ

大
会

　
・

す
ず

ら
ん

駅
伝

小
学

生
大

会
兼

健
康

マ
ラ

ソ
ン

大
会

　
・

町
民

ス
ケ

ー
ト

大
会

　
・

町
民

体
育

祭
（

弓
道

、
軟

式
野

球
、

卓
球

、
ｿ
ﾌ
ﾄ
ﾎ
ﾞ
ｰ
ﾙ
、

ﾊ
ﾟ
ｰ
ｸ
ｺ
ﾞ
ﾙ
ﾌ

 
　

ﾌ
ﾛ
ｱ
ｶ
ｰ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
、

ﾐ
ﾆ
ﾊ
ﾞ
ﾚ
ｰ
、

ｱ
ｰ
ﾁ
ｪ
ﾘ
ｰ
､
ﾊ
ﾞ
ﾄ
ﾞ
ﾐ
ﾝ
ﾄ
ﾝ
､
ｿ
ﾌ
ﾄ
ﾃ
ﾆ
ｽ
、

柔
道

、
剣

道
）

　
・

秋
の

ス
ポ

ー
ツ

大
会

（
軟

式
野

球
、

卓
球

、
ｿ
ﾌ
ﾄ
ﾎ
ﾞ
ｰ
ﾙ
、

ﾊ
ﾟ
ｰ
ｸ
ｺ
ﾞ
ﾙ
ﾌ

　
　

ﾐ
ﾆ
ﾊ
ﾞ
ﾚ
ｰ
､
ｱ
ｰ
ﾁ
ｪ
ﾘ
ｰ
､
柔

道
）

　
・

冬
季

ｽ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾂ
大

会
（

ｱ
ｲ
ｽ
ﾎ
ｯ
ｹ
ｰ
、

卓
球

、
ｿ
ﾌ
ﾄ
ﾃ
ﾆ
ｽ
)

事
業

名
参

加
人

数

8
2

1
3

7
5

3
8

4
9

4
7
0

1
,
1
3
3

6
0
2

1
9
5 9

2
4

5
9
8

1
4
,
8
2
7

3
1
4

1
8
9

1
9
3

1
,
1
3
0

2
6
0

1
6
1

4
3
9

6
5

4
9
4

3
8
5

4
8

5
4

4
2

3
,
1
2
6

1
4
,
9
1
9

1
0
,
7
1
2

1
,
0
1
6

2
1
6

1
1
3

9
3
2

6
3
4

3
1
4

（
体

力
づ

く
り

教
室

）
　

エ
ア

ロ
ビ

ク
ス

や
水

中
運

動
な

ど
、

各
年

代
や

体
力

に
応

じ
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

し
て

い
る

。
民

間
の

ノ
ウ

ハ
ウ

を
生

か
し

た
大

人
の

た
め

の
ス

タ
ジ

オ
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

毎
年

度
多

く
の

人
が

参
加

し
て

い
る

。
今

後
も

住
民

の
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

な
が

ら
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

工
夫

し
て

い
く

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

（
ス

ポ
ー

ツ
ラ

イ
フ

）
　

総
合

体
育

館
と

温
水

プ
ー

ル
で

は
、

幼
児

か
ら

高
齢

者
ま

で
幅

広
い

年
代

の
方

々
に

運
動

や
ス

ポ
ー

ツ
に

親
し

む
機

会
を

提
供

す
る

た
め

、
各

種
事

業
を

継
続

的
に

開
催

し
て

い
る

。
　

ス
ポ

ー
ツ

ラ
イ

フ
で

は
、

中
・

長
期

の
教

室
等

を
実

施
し

て
お

り
、

各
教

室
の

参
加

者
同

士
が

交
流

す
る

場
と

も
な

っ
て

お
り

、
今

後
も

継
続

が
必

要
と

考
え

る
。

（
ス

ポ
ー

ツ
教

室
）

　
総

合
体

育
館

や
温

水
プ

ー
ル

で
行

う
ス

ポ
ー

ツ
教

室
は

、
教

育
委

員
会

が
管

理
し

て
い

た
当

時
か

ら
実

施
し

て
い

る
も

の
と

、
指

定
管

理
者

が
実

施
し

て
い

る
も

の
が

あ
る

が
、

今
後

も
住

民
の

ニ
ー

ズ
を

把
握

し
な

が
ら

、
継

続
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

と
考

え
る

。
　

ま
た

、
令

和
６

年
度

は
北

海
道

日
本

ハ
ム

フ
ァ

イ
タ

ー
ズ

の
北

海
道

応
援

大
使

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
一

環
と

し
て

、
小

学
生

ま
で

の
子

ど
も

を
対

象
と

し
た

野
球

教
室

を
行

っ
た

。
　

ス
ポ

ー
ツ

協
会

と
の

共
催

に
よ

り
毎

年
実

施
し

て
い

る
ス

ポ
ー

ツ
セ

ミ
ナ

ー
に

つ
い

て
は

、
プ

ロ
テ

ニ
ス

プ
レ

ー
ヤ

ー
な

ど
を

招
い

た
硬

式
テ

ニ
ス

教
室

を
行

っ
た

。
　

　
　

　
　

　

（
ス

ポ
ー

ツ
大

会
）

　
ス

ポ
ー

ツ
協

会
と

そ
の

加
盟

団
体

は
、

教
育

委
員

会
と

共
催

又
は

独
自

に
町

民
大

会
な

ど
の

「
各

種
大

会
」

を
開

催
す

る
こ

と
で

、
日

頃
の

練
習

成
果

を
発

揮
し

合
い

、
参

加
者

同
士

の
交

流
と

親
睦

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
る

機
会

の
充

実
に

努
め

て
お

り
、

今
後

も
継

続
が

必
要

で
あ

る
。
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項
目

主
要

な
施

策
成

果
教

育
委

員
会

の
点

検
・

評
価

２
指

導
者

、
リ

ー
ダ

ー
の

　
ス

ポ
ー

ツ
指

導
者

及
び

リ
ー

ダ
ー

を
養

成
す

る
た

め
次

の
と

お
り

実
施

し
た

。

(
単

位
　

人
)

・
ス

ポ
ー

ツ
少

年
団

リ
ー

ダ
ー

研
修

会

・
ス

ポ
ー

ツ
指

導
者

研
修

会

３
奨

励
及

び
顕

彰
　

ス
ポ

ー
ツ

の
奨

励
と

向
上

を
図

る
た

め
次

の
と

お
り

実
施

し
た

。

(
単

位
　

人
)

・
ス

ポ
ー

ツ
大

会
参

加
補

助
　

　
（

全
国

　
2
6
件

）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（

全
道

　
7
3
件

）

・
ス

ポ
ー

ツ
賞

等
表

彰
　

　
　

 
 
（

個
人

）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（

4
団

体
）

４
ス

カ
イ

ア
ー

ス
連

携
　

交
流

イ
ベ

ン
ト

と
体

育
授

業
サ

ポ
ー

ト
事

業
を

実
施

し
た

。

事
業

(
単

位
　

人
)

５
地

域
お

こ
し

協
力

隊
の

　
地

域
お

こ
し

協
力

隊
（

ス
ポ

ー
ツ

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

）
報

酬
　

１
名

　
　

　
2
,
3
1
1
,
3
9
2
円

配
置

　
地

域
お

こ
し

協
力

隊
活

動
費

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

6
1
3
,
5
9
5
円

(
単

位
　

人
)

６
施

設
の

利
用

状
況

（
１

）
屋

内
体

育
施

設

(
単

位
　

人
、

件
)

事
業

名
参

加
人

数

1
7

3
6

事
業

名
人

　
数 6
0

2
9
3

2
6

4
4

事
業

名
参

加
人

数

・
ス

カ
イ

ア
ー

ス
サ

ッ
カ

ー
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

　
i
n
　

お
と

ふ
け

2
7

・
体

育
授

業
サ

ポ
ー

ト
事

業
（

講
師

派
遣

5
人

）
6
3
0

事
業

名
参

加
人

数

・
ラ

イ
フ

キ
ネ

テ
ィ

ッ
ク

講
座

4
4

・
サ

ッ
カ

ー
教

室
2
1

・
フ

ッ
ト

サ
ル

大
会

3
7

個
　

人
団

体
利

用
利

　
用

件
　

数
人

　
数

総
合

体
育

館
5
7
,
3
2
5
 

4
,
2
9
0
 

7
5
,
0
5
0
 

1
3
2
,
3
7
5
 

武
道

館
3
,
4
7
2
 

8
4
1
 

2
9
,
7
5
4
 

3
3
,
2
2
6
 

温
水

プ
ー

ル
6
2
,
9
2
5
 

1
9
6
 

3
,
6
5
0
 

6
6
,
5
7
5
 

（
ス

ポ
ー

ツ
少

年
団

リ
ー

ダ
ー

研
修

会
）

　
所

属
の

ス
ポ

ー
ツ

少
年

団
で

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
活

動
す

る
た

め
の

自
覚

と
資

質
の

向
上

を
図

る
と

と
も

に
、

団
相

互
の

交
流

を
深

め
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

お
り

、
今

後
も

継
続

が
必

要
で

あ
る

。

（
ス

ポ
ー

ツ
指

導
者

研
修

会
）

　
ス

ポ
ー

ツ
活

動
の

中
核

と
な

る
べ

き
指

導
者

を
養

成
す

る
こ

と
は

極
め

て
重

要
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
今

後
も

研
鑽

す
る

場
を

提
供

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

養
成

施
設

名
計

（
ス

ポ
ー

ツ
大

会
参

加
補

助
）

　
全

道
・

全
国

大
会

規
模

の
ス

ポ
ー

ツ
競

技
大

会
へ

の
参

加
者

に
対

し
て

参
加

経
費

の
一

部
を

補
助

し
て

い
る

。
ス

ポ
ー

ツ
振

興
の

た
め

今
後

も
継

続
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

（
ス

ポ
ー

ツ
賞

等
表

彰
）

　
ス

ポ
ー

ツ
賞

等
は

、
ス

ポ
ー

ツ
基

本
法

に
基

づ
き

、
毎

年
ス

ポ
ー

ツ
分

野
に

お
い

て
優

秀
な

成
績

を
収

め
、

又
は

ス
ポ

ー
ツ

推
進

に
功

績
の

あ
っ

た
個

人
又

は
団

体
を

表
彰

し
て

い
る

。

 
音

更
町

と
北

海
道

十
勝

ス
カ

イ
ア

ー
ス

ス
ポ

ー
ツ

（
株

）
が

「
ス

ポ
ー

ツ
を

通
じ

た
地

域
づ

く
り

」
の

実
現

に
向

け
て

包
括

的
な

連
携

協
定

を
締

結
し

た
こ

と
に

伴
い

、
町

内
の

サ
ッ

カ
ー

少
年

団
を

対
象

と
し

た
交

流
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

や
、

講
師

依
頼

の
あ

っ
た

小
中

学
校

の
体

育
の

授
業

を
サ

ポ
ー

ト
し

た
。

（
任

用
期

間
令

和
6
年

4
月

1
日

～
令

和
7
年

3
月

3
1
日

）
　

地
域

の
ス

ポ
ー

ツ
を

推
進

し
、

町
の

活
性

化
、

魅
力

の
向

上
な

ど
地

域
力

の
創

造
、

地
方

の
再

生
を

目
的

と
し

、
ス

ポ
ー

ツ
を

通
じ

て
の

地
域

お
こ

し
を

行
っ

て
い

る
。

令
和

６
年

度
は

任
期

の
最

終
年

度
で

あ
り

、
ラ

イ
フ

キ
ネ

テ
ィ

ッ
ク

講
座

や
サ

ッ
カ

ー
教

室
、

フ
ッ

ト
サ

ル
大

会
な

ど
の

ほ
か

、
令

和
５

年
度

に
引

き
続

き
、

中
学

校
サ

ッ
カ

ー
部

訪
問

指
導

、
幼

児
運

動
教

室
を

実
施

し
た

。

（
屋

内
体

育
施

設
）

　
競

技
ス

ポ
ー

ツ
や

生
涯

ス
ポ

ー
ツ

の
場

と
し

て
、

大
会

や
少

年
団

・
サ

ー
ク

ル
活

動
等

で
利

用
さ

れ
て

い
る

。

－47－



項
目

主
要

な
施

策
成

果
教

育
委

員
会

の
点

検
・

評
価

６
施

設
の

利
用

状
況

（
２

）
軽

ス
ポ

ー
ツ

セ
ン

タ
ー

（
３

）
運

動
公

園
等

(
単

位
　

人
)

（
中

央
公

園
）

（
音

更
町

サ
ッ

カ
ー

場
）

（
希

望
が

丘
、

緑
陽

台
）

（
４

）
学

校
開

放
事

業

(
単

位
　

人
)

７
指

定
管

理
者

制
度

の
　

次
の

社
会

体
育

施
設

に
つ

い
て

、
指

定
管

理
者

制
度

を
導

入
し

て
い

る
。

導
入

（
１

）
温

水
プ

ー
ル

平
成

1
8
年

度
～

（
２

）
総

合
体

育
館

・
武

道
館

平
成

1
9
年

度
～

施
設

名
件

　
　

数
人

　
　

数

鈴
蘭

軽
ス

ポ
ー

ツ
セ

ン
タ

ー
8
5
9
 

9
,
4
7
9
 

宝
来

軽
ス

ポ
ー

ツ
セ

ン
タ

ー
8
2
5
 

9
,
0
3
6
 

施
設

名
人

　
　

数

希
望

が
丘

野
球

場
4
,
0
7
4
 

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

場
（

1
か

所
、

2
面

）
7
,
0
4
5
 

サ
ッ

カ
ー

場
(
1
か

所
、

2
面

)
3
2
,
9
4
4
 

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

(
2
か

所
、

8
面

)
7
,
4
8
7
 

ア
イ

ス
ホ

ッ
ケ

ー
場

3
,
8
4
6
 

カ
ー

リ
ン

グ
場

1
7
0
 

パ
ー

ク
ゴ

ル
フ

場
(
5
コ

ー
ス

)
4
2
,
0
4
7
 

（
う

ち
団

体
利

用
）

(
8
,
9
0
5
)

種
目

指
定

開
放

校
(
1
1
校

)
地

域
開

放
校

(
6
校

)
計

6
2
,
6
9
5
 

7
,
1
1
7
 

6
9
,
8
1
2
 

(
単

位
　

人
、

件
)

（
軽

ス
ポ

ー
ツ

セ
ン

タ
ー

）
　

鈴
蘭

、
宝

来
の

両
軽

ス
ポ

ー
ツ

セ
ン

タ
ー

と
も

に
、

町
民

の
身

近
な

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ク
ル

活
動

等
に

活
発

に
利

用
さ

れ
て

い
る

。

（
運

動
公

園
等

）
　

希
望

が
丘

運
動

公
園

等
の

屋
外

体
育

施
設

は
、

競
技

ス
ポ

ー
ツ

や
生

涯
ス

ポ
ー

ツ
の

場
と

し
て

、
多

く
の

大
会

や
少

年
団

・
サ

ー
ク

ル
活

動
等

で
利

用
さ

れ
て

い
る

。

（
学

校
開

放
事

業
）

　
学

校
開

放
事

業
は

、
ス

ポ
ー

ツ
活

動
の

場
と

し
て

小
・

中
学

校
の

体
育

館
等

の
施

設
を

開
放

し
て

い
る

。
種

目
指

定
校

は
、

市
街

地
の

小
・

中
学

校
と

し
、

少
年

団
・

社
会

人
等

の
団

体
等

が
利

用
し

て
い

る
。

地
域

指
定

校
は

、
郡

部
の

小
学

校
と

し
、

地
域

の
少

年
団

や
団

体
が

利
用

し
て

い
る

。
今

後
も

社
会

体
育

の
普

及
の

た
め

継
続

し
た

い
。

　
指

定
管

理
者

制
度

は
、

施
設

の
効

率
的

・
効

果
的

な
運

営
を

図
る

と
と

も
に

、
利

用
者

に
対

し
て

よ
り

良
い

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
に

努
め

る
も

の
と

し
て

導
入

し
て

い
る

。
　

民
間

事
業

者
の

ノ
ウ

ハ
ウ

を
活

用
し

て
、

町
民

の
心

身
の

健
全

な
発

達
と

ス
ポ

ー
ツ

の
普

及
振

興
に

寄
与

し
て

お
り

、
今

後
も

事
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４　昨年度の学識経験者からの主な意見と対応状況 

 

 意　　　見 対 応 状 況

 【総合的な評価】 

音更町教育大綱「生きる力、支える力を育むま

ち」の理念に基づき、「子どもの教育」と「生涯学

習」の２本柱のもと、教育資源を有効に活用しな

がら、継続的かつ安定的な教育行政が進められて

いる点は評価に値する。 

 

【教育委員会の活動状況】 

教育委員会会議の開催にあたっては、事務局が

議案・資料の事前説明を行い、委員が付議案件以

外についても自由に意見を述べられる場を設け

るなど、議論が活性化する工夫がなされている。 

教育委員による学校訪問も、学校の実情や教育

活動の成果・課題を把握し、運営支援につなげる

重要な取組である。特に、毎年テーマを設定して

行うことで、教育委員会と学校が課題を共有する

有効な手立てとなっている。 

町民への情報提供については、ホームページを

通じて学校教育、給食、ＩＣＴ教育、教育支援、

教育行政など、教育委員会の取組を丁寧に発信し

ている。 

今後は情報の更新頻度と内容の充実に努めると

ともに、ＳＮＳなどを活用した多様な情報発信手

段の強化が求められる。 

 

２　重点的な評価 

（確かな学力の向上） 

「生きる力」の基盤となる確かな学力の向上に

向けては、全国学力・学習状況調査などを活用し、

学習指導の改善に資するデータが提供されてい

る。加えて、町費負担教諭や学習支援員を配置し、

きめ細かな個別指導の体制が整えられている。 

また、「家庭学習のすすめ」の改訂や、タブレッ

ト端末を活用した学習支援アプリの導入も家庭

と連携した学力向上策として有効であり、各学校

で学力調査結果を基に学校改善プランを策定し、

組織的に授業改善やＩＣＴ活用を進めている点

 

町民一人ひとりが時代の変化を前向きに受け

止め、幸せや豊かさを実感しながら暮らしていけ

るよう、「子どもの教育」と「生涯学習」を２本の

柱とし、すべての世代が学び続けることができる

教育環境の整備に努めていく。 

 

 

教育委員会会議では、教育行政に関する多様な

課題を幅広く取り上げ、活発な意見交換を通じて

議論を深めている。 

学校訪問では、「安心して学べる学校づくりに

向けた取組」をテーマとし、子どもたちの身体

的・心理的安全性を保障する取組と課題について

把握に努めた。 

各学校では、いじめ事案への早期対応や不登校

児童生徒への支援に加え、授業改革や地域との連

携強化などを通じた学校の魅力向上に向けた取

組についても意見交換を行った。 

　町民への情報発信手段については、広報やホー

ムページなどの既存媒体に加え、公式 LINE 等の

ＳＮＳも活用し、幅広い世代への情報共有を図っ

ている。 

 

 

 

 

 

学習内容の確実な定着を図るため、ＩＣＴを効

果的に活用した授業改革に引き続き取り組んで

いる。 

学校における授業改善については、令和５年度

に小学校に導入した学習支援アプリをはじめ、一

人一台のタブレット端末を効果的に活用した授

業を実践している。また、「新しいかたちの学びの

授業力向上推進事業」の加配教員による授業公開

を実施するなど、町内全体への事業成果の普及に
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意 見 対 応 状 況

 も評価できる。 

ただし、令和５年度の全国調査では、小学６年生

の国語・算数が３年連続で全国・全道平均を下回

り、その差も広がっている。中学３年生も国語・

数学が前年までの安定傾向から一転して平均を

下回り、英語も同様に下回る結果となったことか

ら、さらなる対策が必要である。各学校の学校改

善プランは学力向上の要となるものであり、短期

的及び中長期的な視点で策定・実施し、継続的な

検証と改善が求められる。 

また、町教育研究所による授業交流の機会は、教

員の授業力向上に効果的であるとともに、研究所

の分析報告は、各教科の具体的な改善ポイントが

示されており、実践的で参考になる内容であるこ

とから、こうした知見を各学校が有効に活用し、

授業改善につなげていくことが重要である。 

 

（健やかな体の育成） 

体力は、子どもたちが生涯にわたり心身ともに

健やかな人生を送る基盤である。身体能力の基礎

は学童期から青年期にかけて培われることから、

学校教育の中でその発達・成長を支えていくこと

が重要である。 

町では、全国体力・運動能力、運動習慣等調査

の結果を分析し、体力向上「運動プログラム」の

実施や「おとぷけ給食」の提供など、食育の観点

からも子どもたちの体力向上に努めている。 

調査の結果、小学５年生では男女ともに握力、

反復横とび、立ち幅とび、ソフトボール投げで全

国平均を上回った一方、体力合計点は全国・全道

平均を下回っており、特に柔軟性、全身持久力、

走力に課題が見られた。中学２年生でも男女とも

に体力合計点は全国・全道平均を下回っており、

男子は柔軟性と瞬発力、女子は筋力、柔軟性、敏

捷性、瞬発力に課題があることに加え、女子にお

いては運動の楽しさや体力向上への意識が低い

傾向がある。 

これらを踏まえ、課題種目への対策を明確に

し、年間指導計画の改善によって、実効性のある

努めている。 

さらに、子ども一人ひとりに必要な資質・能力

を効果的に育成するため、学力調査などの客観的

データに基づいた検証改善サイクルの確立を図

っている。 

　そのほか、町教育研究所では、学習支援アプリ

を活用した授業公開や授業者と参加者の座談会

を企画実施するなど、教員の授業力向上に貢献し

ている。 

　全ての子どもが多様な個性を最大限に生かし、

生涯にわたる学習や生活の基盤をつくるため、幼

児期の教育と小学校教育とをつなぐ「音更町架け

橋プログラム」に着手した。幼児教育施設や小学

校への参観、職員の交流会を実施するなど、幼小

接続・連携の推進を図っている。 

 

 

 

全国体力・運動能力、運動習慣等調査の分析結

果に基づき、学校全体の体力づくりを年間指導計

画に沿って継続的に推進している。 

　児童生徒の体力向上に向けて、各学校では、新

体力テストを年間指導計画に複数回位置付ける

などし、検証改善サイクルの確立を図っている。 

　また、小学校では、北海道十勝スカイアースの

選手を招いて体力テストを実施したり、体育エキ

スパート教員のモデル授業を参観し、その指導法

を実践するなど、児童の体力向上に対するモチベ

ーションを高める工夫をしている。 

　中学校では、体力テストを小学校と合同で実施

し、中学生が小学生に教えたり見本を見せること

で自らの意欲向上につながる取組を実施してい

るほか、「おとぷけ給食」のメニュー考案に取り組

むなど、食育の充実を図っている。 

　町教育研究所では、全国体力・運動能力、運動

習慣等調査の結果分析のほか、児童生徒の運動意

欲喚起を意識した運動環境の整備と指導のため

のヒントを引き続き提示するなど、各学校におけ

る実践の普及を図っている。 
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意 見 対 応 状 況

 効果的な体力向上策に組織的に取り組むことが

必要である。町教育研究所が発行した「指導のヒ

ント」には、授業で使える具体例や動画も盛り込

まれており、活用が期待される。 

 

（豊かな心の育成） 

いじめや不登校は全国・全道ともに増加傾向に

あり、教育現場の大きな課題となっている。音更

町においても令和５年度は前年度に比較すると

増加傾向にあり、今後の推移を注視しながら未然

防止に向けた対応を早急に強化していくことが

重要である。 

町ではハイパーＱＵアンケート調査の実施に

より、学校生活における児童生徒の満足感や学級

集団の状態把握に努めるとともに、専門性の高い

心の教室相談員やスクールカウンセラーの配置

による相談体制の強化や、保護者や教職員等を対

象とした不登校学習会などを通じ児童生徒以外

に対しても支援する体制が整えられている。 

また、教育支援センターについても、不登校児

童生徒の学習や生活をサポートするため、指導内

容の一層の充実に期待するところである。 

いじめに関しては、「いじめ問題等対策委員会」

による調査が詳細に分析されており、令和５年４

月以降に児童生徒が感じた嫌な思いが翌年３月

時点で教育相談により全て解消されたことが報

告されている。これは学校現場の真摯な取組の成

果である。 

しかし、嫌な思いについて「誰にも相談しない」

と答える児童生徒が少なからず存在することは

憂慮すべき点である。こうした子どもたちへの支

援手段として、「子ども相談支援センター電話相

談紹介カード」や「おなやみポスト」の活用があ

るが、認知度には差があり、カードの名称を低学

年にも覚えやすい愛称の変更するなど、さらなる

周知に努めていただきたい。 

不登校に関しては、様々な背景があり原因を特

定することは難しいが、今後の増加も懸念される

中、現状や支援策を分析し、教育支援センターや

 

 

 

 

 

 

令和６年 10 月から 11 月にかけて実施した「い

じめに関するアンケート調査」では、小学生 2,157

人、中学生 1,208 人が回答し、「嫌な思いをした

ことがある」と回答した小学生が 428 人（19.8％）、

中学生が 64 人（5.3％）となっているが、各学校

の教育相談により、中学生 1 人を除き、令和６年

度末までに解消している。小学校は前年度と比べ

減少し、中学校は前年度と比べ増加している。 

嫌な思いについて「誰にも相談しない」と回答

した小学生の低学年が 35 人（2.5％）、中・高学年

で 149 人（4.3％）、中学生で 137 人（5.4％）で

あり、いじめによる悩みを一人で抱え込んでいる

児童生徒が一定数いる。回答率が 0％となるよう

各種相談窓口の案内チラシやカードを全児童生

徒に配布しているほか、心の教室相談員やスクー

ルカウンセラーが定期的に学校を訪問するなど、

相談体制の充実に努めている。 

　いじめや不登校につながる児童生徒の状況の

早期把握と、学級集団と個の分析のため、ハイパ

ーＱＵの取組を継続している。ハイパーＱＵの理

解促進のため、教員に対する研修会を開催すると

ともに、教育委員会でも独自に結果を分析し、そ

の結果を学校と共有している。 

不登校児童生徒については、178 人と前年度と

比べ減少している。スクールカウンセラー、心の

教室相談員、教育支援センター指導員及び学校教

育相談員の活用により、不登校に対しての早期の

対応と、個々の児童生徒の状態に応じた指導や段

階的な関わりを行っている。　　 

不登校の児童生徒が将来に向けて社会的に自

立していく力を養うため、町内２か所に教育支援

センターを設置しており、そのうちふれあい柳町

教室「ほっと」においては、自宅から参加可能な
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意 見 対 応 状 況

 スクールソーシャルワーカー等の資源を十分に

活用しながら、効果的な施策につなげることが望

まれる。特に、小中学校間の情報の共有は重要で

あり、児童の生活情報が確実に継承されるよう体

制の整備が求められる。 

 

 

 

【教育行政推進における主要な施策の実施状況】 

（文教政策） 

働き方改革や少子化の影響から、部活動の地域

移行が全国的に進められる中、音更町では協議会

の設置や推進員の配置、アンケート実施など、計

画的な取組が進んでいる。 

スクールカウンセラーについては、学校との連

携を密にし、教育相談体制の充実に寄与すること

を期待したい。 

施設整備では、熱中症対策としてエアコン整備

基本計画が策定されるなど、エアコンの設置に向

けた具体的な取組が進められており、児童生徒を

熱中症から守るための迅速な対応が評価される。 

情報教育では、ＧＩＧＡスクール構想に沿った

学校現場のＩＣＴ化が進み、導入された学習支援

アプリを効果的に活用するための研修会や授業

公開なども行われている。今後は、学習コンテン

ツの見直しや活用方法の再検討などを通じて多

様な学習機会を創出することで、子どもたちの情

報活用能力の更なる向上に期待したい。 

また、給食費改定に伴う値上げ相当額を町が補

助することで保護者負担を改定前の水準に据え

置いたことについては、保護者の負担軽減につな

がるものとして評価したい。 

 

 

 

 

 

 

 

オンライン上のコミュニティ「ほっとオンライ

ン」を開設し、支援の充実を図っている。 

令和６年度からは、不登校児童生徒を対象とし

て個人状況・学校対応状況シート（家庭環境や欠

席状況、学校の対応など記載）を作成するように

しており、本シートを適切に中学校へ引き継ぐこ

とにより、小中学校間での確実な情報の継承を図

っている。 

 

 

　部活動の持続可能性を高め、教員の長時間勤務

による負担の軽減を図ることを目的に、これまで

の取組に加え、地域移行に関する説明会の開催や

推進計画の策定・公表などに着手した。引き続き、

学校と協議を進めながら部活動と地域の連携強

化に努めていく。 

　スクールカウンセラーによるカウンセリング

は、児童生徒の悩みを傾聴し、心のケアや環境改

善を図るために重要な役割を果している。令和６

年度の相談件数は、児童生徒が 383 件、保護者が

236 件、学校その他関係者が 524 件で、道が実施

するスクールカウンセラー派遣事業を含めた総

数は、1,299 件となっている。 

　夏季における学校生活の安全性を確保し、快適

な教育環境を整備するため、迅速に普通教室等の

エアコン設置の方向性を定め、令和６年度には短

期間で全校にエアコンと熱交換型換気設備の設

置を完了させた。また、町内事業者の協力により、

各校に屋外用の暑さ指数計測器を設置した。学校

における熱中症事故対策を徹底するため、これら

の機器の効果的な利用についても丁寧な周知に

努めていく。 

情報教育では、令和６年度に中学校の全生徒を

対象に英語学習支援ツールを試験的に導入し、学

習効果の検証を行ったほか、音更町教育研究所や

新しいかたちの学びの授業力向上推進事業にお

ける推進教員を中心に、ＩＣＴを効果的に活用し

た情報活用能力の育成強化に努めている。 

　給食費については、令和５年４月に続き、令和
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（社会教育の振興） 

青少年対策として実施されている放課後子ど

も教室は、農村部４校での試行的な実施を含め、

全１１小学校で開設されており、今後も児童の自

主性や社会性、創造性等を養うとともに、安心・

安全な居場所の確保に向けて、地域と連携した継

続的な運営が期待される。 

　生涯学習事業については、音更ふるさと資料館

がリニューアルされ、町民が地域の歴史や文化に

触れる機会が拡充された。多くの町民に観覧して

もらうため、広報活動にも力を入れていただきた

い。また、思い出の校歌アーカイブ事業は、閉校

した学校も対象とした校歌保存を通じて、郷土愛

の醸成に資するユニークな取組であり、今後の展

開が楽しみである。 

地域学校協働活動については、ふるさと教育的

分野、政治教育的分野などの４分野で計 469 回の

活動が実施されるなど、本格的実施に伴い効果的

な運用が図られている。 

外部講師リストの作成により、従来、各学校で

行っていた授業の企画や講師探しの業務が軽減

され、中学校で実施している職場体験学習におい

ても、受け入れ企業や団体の斡旋を行うことで各

中学校の負担軽減につながっていることが伺え、

今後もこの事業の継続と内容の更なる充実に期

待するところである。 

 

 

 

 

 

 

 

７年１月にも 5.4％の改定を実施し、食材料費の

高騰に対応するとともに、値上げ相当額の補助を

継続して実施している。自校給食のメリットを活

かし食育の充実を図るため、物価の推移等に注視

しながら適正な給食費の額について随時検討を

進める。 

 

放課後こども教室は、令和５年度から町内全 11

小学校で開設している。児童は自主的に活動内容

を選択し、全学年が一緒に活動することで社会性

や協調性を養い、工作やブロック遊びでは創造性

を養うことができた。また、地域ボランティアが

微増ではあるが、増員することができ、安心・安

全な居場所の確保に向けて、地域と連携した運営

ができた。 

　音更ふるさと資料館においては、多くの町民に

来館してもらうため、子ども向けイベントや資料

館講座など様々な講座を開催し、町広報紙、公式

LINE、ホームページ及び新聞で幅広く周知してい

る。また、学校や団体に出向いて音更の歴史を伝

える出張講座を実施し、資料館を知ってもらう機

会としている。思い出の校歌アーカイブ事業につ

いては、令和７年３月に現存校 16 校分の校歌を 

YouTube で公開したが、閉校 17 校分については、

NPO 法人の協力を得て、令和８年度末の公開に向

けて準備を進めている。 

　地域学校協働活動については、令和６年度から

音更高校も加わり、ふるさと教育分野をはじめ主

権者教育などの社会参画を見据えた３分野にお

いて前年度比 45％増の計 672 回の活動が実施さ

れた。特に情報モラル教育をはじめとする危機対

策分野は、保護者も参加し共に学ぶといった学校

側のニーズやＣＳでの意見・要望を反映した新た

な取組が見られている。 

　また、毎年実施している中学校の職場体験学習

においては、従来の生徒が職場へ行く形式の他

に、学校側で町内事業所関係者を招いて講演会を

開くなど、新たなキャリア教育の動きもあり、今

後もこの事業の継続と内容の更なる充実に努め
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意 見 対 応 状 況

  

（社会体育の振興） 

体力づくり・健康づくりの振興については、幼

児からシニア層までを対象に様々なスポーツ教

室が開催され、多くの町民が各種体育施設でスポ

ーツを楽しんでいる状況が伺える。 

ただし、前年度に比べ大幅に参加人数の増加が

みられる事業がある一方で、参加人数が減少して

いる事業も少なくなくいことから、参加者確保に

向けた取組として、町民のニーズを把握しながら

事業のリニューアルを行うなど事業内容の更な

る充実を目指していただきたい。 

また、高齢社会を背景に生涯スポーツの重要性

も高まってきており、近年は障がい者スポーツも

脚光を浴びている状況を踏まえ、バリアフリーを

考慮した運動設備の整備や経年的な劣化への対

応にも期待したい。

ていく。 

 

現在、総合体育館や温水プールの指定管理者、ス

ポーツ協会、北海道十勝スカイアーススポーツ株

式会社などとの連携協力やスポーツコーディネ

ーターを担う地域おこし協力隊員の活用により、

多くのスポーツ教室やスポーツイベントを行っ

ている。 

今後は、町民ニーズを把握し、スポーツに興味関

心を高める取り組みのほか、新規事業の導入や、

既存事業の見直しなど多様な事業を展開し、更な

る参加者の確保に努めていく。 

　高齢者や障がい者など誰もが利用できるスポ

ーツ施設の整備については、新規設置時や更新時

にはバリアフリーに十分配慮し、生涯に渡りスポ

ーツに親しみ、体力づくりを行える環境を整えて

いく。また、施設の経年劣化に対しては、定期的

な点検を行い不具合を早期に見つけ、適切な対処

を行っていく。
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Ⅱ　学識経験者の意見 

 

帯広大谷短期大学講師　角　田　隆　二 

 

１　教育委員会の活動状況 

　本町では音更町教育大綱を基に、教育委員会を中心に「子どもの教育」と「生涯学習」

を 2 本の柱として教育行政を推進していることに改めて敬意と感謝を申し上げます。 

　さて、現代は VUCA の時代と言われるように、社会構造が劇的に変化しておりそれに伴

って様々な課題が生じている。現状を認識した上で、その課題を乗り越えうるために一人

ひとりの教育環境の整備及び豊かな教育の充実が求められている。そのために、教育委員

会の役割が今後益々重要になってくる。 

　令和６年度の活動状況を見てみると、教育行政に関する基本的な方針の決定や規則の制

定など、教育に関する様々な議題を審議され推進していることが伺える。特に定例会・臨

時会の教育委員会会議などにおいて、事務局の方で会議がより充実したもの、活発になる

よう配慮していくような手立てが講じられていることでスムーズな運営が展開されていく

ものと推察される。 

　具体的な活動の中で、教育委員会の研修会等への参加状況で、令和６年度は札幌市星槎

もみじ中学校の視察研修が報告されている。この学校は全道初の学びの多様化学校でもあ

り、不登校の生徒に配慮した特別な教育課程を編成・実施しているとされている。本町に

おける不登校の問題にも大いに反映されることを期待したい。 

　小中学校の訪問について、「安心して学べる学校づくりに向けた取組について」を重点

テーマとして実施されている。子どもたちの心理的安全性の確保という観点、さらには

「安心・安全」「学び」「居場所」のキーワードを大切にしながら、子どもたち及び教職員

にとっても「明日も通いたい学校になっているかどうか」を今後も模索していくことが求

められる。 

　音更高校の北海道 MA＋CH プロジェクト（地域協働まちづくり推進事業）の取組につい

ては、地域に開かれた特色ある高校づくりを展開されており、町の活性化に大いにつなが

る取組だと言える。今後の取組にも大いに期待したい。 

　町民への情報提供については、ホームページや町広報紙等を活用し、教育に関する制度

や手続き、行事等の情報を提供されている。今後も更なる充実を図り、地域の教育の現状

を発信していただきたい。 

 

２　重点的な評価 

（１） 確かな学力の向上 
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　児童生徒にとって、基礎的・基本的な知識及び技能を確実に身につけそれを活用できる

学力を育むことが重要であり、このことが「生きる力」の基盤となることにつながる。 

　令和６年度の音更町の小学６年生と中学３年生の全国学力・学習状況調査の国語、算

数・数学の全数調査などが今年度も報告されている。 

　小学校では国語、算数ともに全国・全道平均を下回る結果となっている。また、中学校

では国語が全国・全道平均を下回り、数学は全道平均を上回っているが、全国平均を若干

下回る結果となっている。音更町の全国学力・学習状況調査結果の分析については音更町

教育研究所の方で「音更町の学力の傾向と改善のポイント」として詳細に提言されている

が、各学校においてはこの提言を有効活用し、今後の学習指導の改善につなげていくこと

が求められる。 

　具体的な取組では、教育委員会、学校、家庭や地域との連携、地域学校協働活動の推進

という観点から整理されている。特に、本町独自に町費負担教諭を４名配置したり、特別

支援教育推進のために特別支援教育学習支援員を 37 名配置したりするなど、人的な面で

の学習環境整備が行われている。学校現場としては、子どもたち一人ひとりの学びを保障

するためにより望ましい学習指導体制を構築していく必要がある。今後も教諭及び各支援

員の望ましい配置を推進するとともに、質的な面でさらに充実したものになることが期待

される。 

　各教科の直接的な数値としての評価に表れてこないものではあるが、近年「非認知能力

（社会情動的スキル）」の重要性、「体験格差」などの問題も指摘されている。このような

ことも含めて、学校生活をより充実させることがひいては学力向上にもつながるのではな

いかと考えられる。 

　なお、令和９年度からコンピュータを使って出題・解答する CBT 方式へと移行する予定

であることから、学校全体でより一層 ICT 教育の推進が求められる。 

　 

（２） 健やかな体の育成 

　『体力は、人間のあらゆる活動の基本となるものであり、健康な生活を送る上でも、ま

たものごとに取り組む意欲や気力といった精神面の充実にも深く関わっており、人間の健

全な発達・成長を支え、より豊かで充実した生活を送る上で大変重要なものです。こうし

たことから、子どもの時期に活発な身体活動を行うことは、成長・発達に必要な体力を高

めることはもとより、運動・スポーツに親しむ身体的能力の基礎を養い、病気から身体を

守る体力を強化し、より健康な状態をつくっていくことにつながります。』（スポーツ庁ホ

ームページ：「子供の体力向上」より引用） 

　本町の教育行政執行方針の主要施策の一つとして「健やかな体の育成」を掲げているが、

このことは正に上記で記されていることと共通する。健康の保持・増進や体力の向上など
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により健やかな体につながる。そのための観点として、児童生徒の体力向上、学校保健の

充実、食育の推進・学校給食の充実が求められるのである。 

　特に近年は全国的に見ても児童生徒の体力が低下傾向にあり、様々な要因が複合的に影

響していると言われている。本町においても、全国体力・運動能力、運動習慣等調査を小

学校５年生及び中学校２年生を対象に実施し、児童生徒の体力・運動能力を分析し、体力

を向上させるための方策等を検討している。詳細は、音更町教育研究所より発刊されてい

る「音更町の子どもの体力と今後の取組～「体力向上」に向けた指導のヒント～」に報告

があるが、令和５年度の調査結果をみると、体力合計点は小学校５年生は男女とも全国・

全道平均を下回りその差が広がっていること、中学校２年生は全国平均は下回っているが、

全道平均は上回る結果になっている。小学校８種類、中学校９種類の種目それぞれの考察

を踏まえ、総合的な体力向上につなげていくことを期待するものである。特に、児童生徒

の体力・運動能力の向上に向けた取組ということで QR コードを利用した実践が紹介され

ている。このような取組の積み重ねにより、体育科における授業がより充実されていくも

のと考える。また、就学前における保育所・幼稚園等で行われている「運動遊び」を十分

に経験しておくことが、小・中学校における体力向上にもつながることが指摘されている

ので、この観点から未就学施設との連携も大切にしていきたいものである。 

　その他、家庭との連携の取組になるが、食育の観点からも食習慣（特に朝食の欠食、偏

った栄養摂取等の改善）、肥満・痩身傾向の改善も必要である。 

　社会全体の傾向として、外遊びの減少（コロナ禍、気候温暖化に伴い屋外の活動の制限、

ゲーム遊び等の影響）、公園等の遊具の減少等が指摘されているが、将来にわたって健康

な生活を送るためにも、「体づくり」「体力の向上」を意識した取組を今後も学校教育の中

でも豊かに展開していくことが大切である。 

 

（３） 豊かな心の育成 

　豊かな心の育成は、他人を思いやる心、生命や人権を尊重する心、自然や美しいものに

感動する心、正義感や公正さを重んじる心、勤労観・職業観など、子どもたちに豊かな人

間性と社会性を育むためということが目標とされる。 

　とりわけ、いじめの問題は全国的に毎年のように増加傾向の報告がされており、また重

大事態の件数も増加していることもあり、各自治体においては様々な取組がなされ、本町

においても「いじめ防止基本方針」などの改定、いじめ防止のための対策を講じている。 

　本町においては、令和６年度のいじめに関するアンケート調査の結果では、前年度との

比較でみると小学校では減少傾向、中学校では増加傾向にある。アンケートの実施は 10

月であり、教育相談等の実施により年度内でおおむね解消していることで、各学校で迅速

に対応がなされているものと評価できる。 
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　今後も、いじめ問題に対する基本的な認識を共有し、適切に対応することが強く求めら

れる。また、特に配慮が必要な児童生徒（障がいのある児童生徒、海外から帰国した児童

生徒や外国人児童生徒、性同一性障害や性的指向・性自認に悩む児童生徒など）への対応

については日常的に必要な指導を組織的に行うことが求められる。 

　不登校については、令和６年度の状況は小学校・中学校ともに減少していることが報告

されている。ただし、令和５年度の文科省の調査では不登校児童生徒数は 34 万 6,482 人

と過去最多を記録している。細かく見ていくと小学校では 13 万 370 人で、全体の 2.1％

にあたり、中学校では 21 万 6,112 人で、全体の 6.7％となる。本町の令和６年度の不登

校の割合を計算すると、小学校で 3.0％、中学校で 9.4％となり、減少したとはいえ不登

校の割合は高いと言える。不登校の要因は様々であり、本人もよくわからないケースもあ

る。児童生徒にとって、学校という場所に「心理的安全性」が確保されているか、また自

分の「居場所」があるかという観点がとても重要である。学校全体の風土とも関連するが、

家庭及び地域との連携がより一層求められる。 

　 

３　教育行政推進における主要な施策の実施状況 

（１） 文教対策 

　少子化問題及び教職員の働き方改革に伴って、部活動の地域移行の取組が推進されてい

る。「健やかな体の育成」とも大きく関連するが、児童生徒の運動・スポーツの機会を保

障しつつ今後のより望ましいあり方を検討していくことが肝要である。 

　教育施設の整備については、近年の夏の気候変動に伴い、熱中症対策として迅速にエア

コンの設置を推進し、学習環境が整備されたことは評価できる。今後さらに児童生徒の学

習環境や教職員の働きやすい環境の整備を進めていくことが求められる。 

　食育については、今後も自校給食の利点・特色を生かしながら地場産品への知識・理解

を深め、食を通して健康な体につなげていくことを期待したい。 

　就学援助について、昨今の物価高により経済的に厳しい世帯が増えている印象があるが、

今後も児童生徒の教育の機会を保障する観点からも適切に対応していくことが望ましい。

なお、今後は申請手続きの負担軽減も予定されていることも保護者にとってはとても好ま

しいことと評価できる。 

　特別支援教育について、生活介助または医療的ケアが必要な児童生徒についてはそれぞ

れ生活介助員の配置や看護師の派遣が行われ、個に応じた対応がされている。また、通常

学級における学習支援員の配置も進められ合理的配慮が展開されている。特別支援教育が

制度化されて通常学級における特別支援教育も意識されてはいるが、一方で特別支援学級

の在籍児童生徒数の増加が続いている状況にある。児童生徒一人ひとりに応じた適切な教

育のあり方を今後も検討していく必要がある。 
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（２） 社会教育の振興 

　社会教育とは主に青少年及び成人に対して行われる組織的な教育活動であるが、本町に

おいても青少年教育事業、成人教育事業、生涯学習事業等様々な事業が展開されている。

特に、青少年教育事業においては体験学習の機会を継続され、指導者の育成の観点からも

意義のある事業といえる。放課後子ども教室は、子どもの居場所づくりという観点からも

有効であり、町内全小学校が開設され、子どもたちにかかわるボランティアとのつながり

も大いに期待される事業である。 

　成人教育事業、生涯学習事業ともに大人の学びとして、人生 100 年時代の観点や音更町

という地域や地域資源を生かした内容で、学び合いの地域社会構築の一助になっていると

いえる。 

　地域学校協働活動については、地域づくりをめざし、魅力ある音更町を将来も引き継い

でいくという思いを小・中学校、音更高校において具体的に展開されていることは評価で

きる。さらには、教育委員会として外部講師リストを作成することで、教員の負担を軽減

し、今後の活動の広がりも大いに期待できる。 

 

（３） 社会体育の振興 

　スポーツは私たちの人生をより豊かにしてくれる。これからのスポーツ振興は、だれも

がそれぞれの体力や年齢、技術、目的などに応じて、いつでも、どこでも、いつまでもス

ポーツに親しむことができる生涯スポーツ社会をめざしていくことが必要である。 

　本町ではスポーツライフ、スポーツ教室、体力づくり教室などの事業を展開し、指導

者・リーダーを養成するなど継続的に推進している。 

　乳幼児から高齢者、障がいのある方も含めて、だれもが気軽に参加し、楽しみながら余

暇活動を充実し、健康管理や体力の向上につなげる取組が今後も求められる。
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元中学校校長　遠　藤　憲　晃 

 

１　教育委員会の活動状況　 

本町では、音更町教育大綱「生きる力、支える力を育むまち」を理念に掲げ、「子ども

の教育」と「生涯学習」を２本の柱とし、教育資源を有効に活用しながら、継続的かつ安

定した教育行政が推進されている。 

　　教育委員会会議においては、事務局が各委員に対して議案や資料の事前説明を行うほ

か、会議前に委員相互の意見を交換する場を設けるなど、日常的に情報共有が図られるよ

う工夫されており、会議の活性化につながっている。 

　また、教育長、教育委員、事務局職員による学校訪問は、学校の現状や教育活動の成果

と課題を把握し、学校運営を支援する上で重要な取組である。毎年、重点テーマを設定し　

て訪問を行っており、教育委員会と学校が教育課題を共有するための有効な手立てとな

っている。さらに、音更高校との意見交換会も実施され、高校と町教育行政との連携強化

を図る上で貴重な役割を果たしている。 

　　町民への情報提供については、ホームページを活用し、学校教育、給食、ＩＣＴ教育、

教育援助、教育行政など、教育委員会の多様な事業内容が詳細に掲載されている。今後は、

掲載内容の一層の充実を図るとともに、ホームページに加えて公式ＬＩＮＥ、Ⅹ、　　　　

Ｉｎｓｔａｇｒａｍ など多様な手段を用いて情報をより効果的に発信していくことが求め

られる。 

 

２　重点的な評価 

（１）確かな学力の向上 

「生きる力」の基盤となるのは確かな学力である。基礎的・基本的な知識・技能を確実

に身に付け、それらを活用できる力を育むことが極めて重要である。　 

　　本町では、全国・学力学習状況調査を活用し、児童生徒の学力の傾向を把握する

とともに、学習指導の改善等に役立つ基礎資料を各学校に提示している。また、個に応じ

たきめ細かな学習指導を行うため、特別支援教育学習支援員、複式教育学習支援員、町費

負担教諭を配置し、指導の充実を図っている。さらに小学校では学習支援アプリを導入

し、中学校では英語学習支援ツールを取り入れるなど、各学校においてタブレット端末の

効果的な活用が進められている。このように、確かな学力を育むために様々な施策が実施

されている。 

　各学校では、全国学力・学習状況調査や標準学力検査の結果を分析し、それに基づいた

学校改善プランを作成して組織的に学力向上に取り組んでいる。また、分かる授業の実現

を目指した授業改革やＩＣＴを活用した子どもが主体的に学ぶ授業も展開されている。 

令和６年度の全国学力・学習状況調査によると、本町の小学校６年生の国語・算数はい
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ずれも全国・全道平均を下回っており、特に国語ではその差が徐々に広がる傾向にある。 

一方、中学校３年生については、国語・数学ともに全国・全道平均を上回る安定した傾

向が続いていたが、令和５年度には両教科とも全国・全道平均を若干下回り、令和６年度

においても国語は全国・全道平均を下回った。数学は全道平均を上回ったものの、全国平

均には届かなかった。このように、小学校では全国・全道平均を上回れない状況が継続し

ており、中学校においても一部教科では全道平均を上回る年度があるものの、全体として

は課題が見られる。 

各学校においては、これまでの全国学力・学習状況調査や標準学力検査等の結果を基に

学校改善プランの成果と課題を詳細に分析し、より効果的な改善策を講じていく必要が　

ある。その際に特に重視すべき視点が「個別最適な学び」の実現である。 

全国学力・学習状況調査は、全国や全道の平均を一つの指標として学力の傾向を把握し、

課題を明らかにするために実施されている。しかし、平均に到達すること自体を目標とす

るものではない。本当に目指すべきは、子ども一人ひとりの学びの充実である。その実現

のためには、児童生徒の実態を丁寧に把握し、学びの伸びを確実に見取ることが不可欠で

ある。例えば、すでに導入されているタブレット端末を活用して学習履歴を蓄積・分析す

ることで、個に応じた柔軟な指導が可能になると考える。 

また、学力向上の取組の要となる学校改善プランには、「個別最適な学び」の実現に向

けた具体的な手立てを明記し、短期的及び中長期的な視点に立って検証・改善サイクルを

確立することが重要である。 

町教育研究所が発行している「令和６年度全国学力・学習状況調査結果の分析～音更町

の学力の傾向と改善のポイント」によれば、小学校の国語「Ｂ書くこと」の領域で前年度

に比べ約 24 ポイントの上昇が見られ、改善の兆しが表れ始めている。これは、町教育研

究所が示す改善のポイントに基づいた、各学校の継続的な取組の成果であると評価でき

る。依然として全国・全道平均には届いていない教科や領域もあるが、取組の成果が明確

に数値として表れてきたことは注目に値する。今後も各学校においては、町教育研究所が

発行する「音更町の学力の傾向と改善のポイント」を活用し、課題の改善に取り組むこと

が求められる。 

学力の向上には、教師一人ひとりの教科指導力を高めることが重要である。町教育研究

所が中心となり、町内の優れた授業実践の共有や授業改善に向けた研修を推進すること

が大切である。令和６年度には、学習支援アプリを活用した授業公開や授業者と参加者の

座談会が実施されている。引き続き、町教育研究所がよりよい授業づくりに貢献していく

ことが期待される。 

 

（２） 健やかな体の育成 

体力の育成は、子どもたちが生涯にわたって心身ともに健やかな人生を送るための基
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盤となるものである。本町では、全国体力・運動能力、運動習慣等調査の分析結果を基に、

体力向上のための基礎資料を各学校に提示している。また、体力向上「運動プログラム」

の実施や小学校体育エキスパート教諭の活用を通じて、計画的な体力向上の取組が進め

られている。さらに、「おとぷけ給食」などを実施し、食育の面からも子どもたちの健や

かな体づくりに努めている。 

各学校においては、年間指導計画を作成し、全国体力・運動能力、運動習慣等調査や新

体力テストの結果を踏まえて組織的・継続的な体力向上に取り組んでいる。また、ＩＣＴ

を活用した体力づくりも取り入れ、時代に即した指導の工夫が図られている。 

令和５年度の全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果によれば、小学校５年生男子

は全８種目中２種目で全国平均を上回ったが、全道平均を上回る種目はなかった。小学校

５年生女子についても同様に２種目で全国平均を上回り、１種目で全道平均を上回る結

果となった。男女に共通する課題として、「柔軟性」「全身持久力」「走力・スピード」が

挙げられる。また、男子は体育の授業に楽しさを感じる割合が高く、女子は運動の必要性

や体力向上に対する意識が比較的高い傾向にある。 

　中学２年生では、男女ともに、全９種目中４種目で全国・全道平均を上回る結果となっ

た。体力合計点は依然として男女いずれも全国平均を下回っているが、その差は縮小傾向

にある。男女の共通の課題としては、「柔軟性」「瞬発力」が挙げられる。また、男子は運

動の楽しさや体力向上への意識が高い傾向があり、女子はそれらに対する意識がやや低

い傾向が見られる。 

こうした課題を改善していくためには、新体力テストや全国・体力運動能力、運動習慣

等調査の結果を分析し、その結果に基づいた取組を進めることが重要である。併せて、年

間指導計画についても短期的及び中長期的な視点から見直し、実効性を高めていくこと

が求められる。 
児童生徒一人ひとりの体力の変容を把握するためには、小学校の６年間及び中学校　

の３年間を通じて新体力テストの結果を継続的に記録することが必要である。この記録

は体力の伸びを可視化し、児童生徒自身の運動への動機づけや課題克服に向けた意識の

高まりにつながる。さらに、小学校から中学校への個人記録の引き継ぎにより、９年間を

通じた一貫性のある体力づくりが可能になる。 

町教育研究所では、本町児童生徒の体力の課題を改善するため、「音更町の子どもの体

力と今後の取組～「体力向上」に向けた指導のヒント～」を発行している。この冊子には、

体育の授業で活用可能な具体的な実践例が紹介されており、各学校では自校の実態に応

じてこの指導のヒントを生かし、体力向上に向けた取組を進めることが期待される。また、

指導のヒントにはＱＲコードが掲載されており、動画で活動の様子を視聴できるなど、実

践的に活用できるよう工夫されている。 
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（３） 豊かな心の育成 

いじめや不登校の問題は、今日の教育現場における重要な課題である。本町では児童生

徒の学校生活に対する満足感や学級集団の状態を把握するため、ハイパーＱＵアンケー

ト調査を継続的に実施している。また、心の教室相談員等に加え、令和５年度からは高度

な専門性を有するスクールカウンセラーが配置され、相談体制の充実が図られている。ま

た、保護者や教職員等を対象とした不登校学習会も開催されており、児童生徒以外への支

援も進められている。 

　　いじめ問題の対応に関しては、本町の「いじめ問題等対策委員会」による実態調査が行

われ、本町の児童生徒のいじめの状況を詳細に分析した上で、対応の視点を示している。 

本調査によると、令和６年４月以降に児童生徒が経験した「仲間はずれ」「無視」「たた

かれる」「悪口を言われる」といった嫌な思いは、中学生の１件を除き、令和７年３月ま

でに教育相談によって解消されている。ほぼ全ての児童生徒の嫌な思いが解消されたこ

とは、各学校が自校の児童生徒に真摯に向き合い、いじめの根絶に向けて真剣に取り組ん

だ成果であるといえる。 

この調査で注目すべき点は、「誰にも相談しない」と回答した児童生徒の存在である。

こうした児童生徒は、悩みや不安を周囲に伝えることが難しい状況にあると考えられる。 

「誰にも相談しない」と回答した児童生徒は、小学校低学年では 35 人（2.5％）、小学

校中・高学年では 149 人（4.3％）、中学生では 137 人（5.4％）であり、学年が上がるに

つれてその割合が増加する傾向にある。 

このような児童生徒が自分の思いを外部に伝える手段として、電話による相談（「子ど

も相談支援センター電話相談紹介カード」）や家庭にあるタブレットなどの端末を使った

相談（「おなやみポスト」）の利用が期待される。しかし、これらの相談手段の認知度には

課題がある。「電話相談紹介カード」の認知度は、小学校低学年で 43.3％、小学校中・高

学年で 68.1％、中学生で 71.6％であった。また、「おなやみポスト」の認知度は、小学校

低学年で 14.8％、小学校中・高学年で 48.7％、中学生で 44.3％にとどまっている。児童

生徒にこれらの相談方法を広く周知するためには、学校だよりや学級通信、ホームページ、

学活や道徳の時間などを通じて、安心して利用できる相談手段であることを繰り返し伝

えていく工夫が求められる。 

　　令和６年度の本町の不登校児童生徒数は、小学校と中学校合わせて 178 人であり、前年

度から約 40 人減少している。今後もスクールカウンセラーや心の教育相談員等を有効に

活用し、各学校が児童生徒一人ひとりに寄り添った支援を継続していく必要がある。 

不登校への対応として注目すべき取組は、不登校児童生徒の実態を的確に把握するた

めに、令和６年度から「個人状況・学校対応状況シート」の作成が進められたことが挙

げられる。この新たな取組が、学校でのきめ細かな支援に結び付くことが期待される。 
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３　教育行政推進における主要な施策の実施状況 

（１）文教政策 

教職員の働き方改革や少子化の進行等により、各中学校の部活動の継続が厳しい状況

となっていることを受け、全国的に部活動の地域移行が検討されている。本町においても、

部活動の地域移行に向けた取組が計画的に進められている。これまでに部活動改革協議

会が設置され、地域移行説明会が開催されたほか、部活動指導員も４人配置され、具体的

な支援体制が整備されつつある。 

　　学校給食に関しては、給食費改定に伴う値上げ相当額を町が補助しており、保護者負担

は改定前の水準に据え置かれている。この措置は、物価高騰対策の一環として保護者の経

済的負担軽減につながるものである。 

 

（２）社会教育の振興 

本町における地域学校協働活動は、令和５年度の本格実施からわずか２年で、目覚まし

い成果を上げている。令和６年度には、外部講師登録者数が前年度を上回る 138 団体に達

し、ふるさと教育的分野（キャリア教育）、政治教育的分野、経済教育的分野において計

672 回の活動が実施された。これは、前年度の活動実績を大きく上回るものである。さら

に、子どもたちが町長と直接対話し、まちづくりに関して提案する機会が設けられるなど、

シチズンシップ教育の実践が広がっている。 

こうした成果は、学校のニーズを的確に把握するために、担当者が頻繁に学校を訪問し、

さらに町内の事業所や公共施設（帯広市を含む）に協力を要請するなど、地道な取組を継

続してきたことによるものである。また、外部講師リストを年２回各小中学校に配布する

など、学校が活用しやすいよう工夫を重ねてきたことも成果へとつながっている。 

今後も、地域学校協働活動（「ふるさとおとふけ学」）が未来を担う子どもたちの成長を

支える重要な役割を果たし、地域に深く根ざしていくことが期待される。 

図書館は、幼児から高齢者まで、あらゆる世代の町民に知識や文化、学びの機会を提供

する場である。これまでに様々な事業が展開されており、例えば「ブックスタート事業」

を契機に、絵本を手に取る家庭が増加するなど、着実な成果が見られる。また、電子図書

館では、音更町史や郷土史絵本の提供を通じて地域の歴史や文化への理解を深める取組

も進められている。これからも、より多くの町民に親しまれ、学びや交流が広がる場とな

るよう、図書館事業の一層の充実を図っていくことが求められる。 

　　 

（３）社会体育の振興 

　　本町では、体力づくり・健康づくりの振興や施設の利用促進に向けて、幼児からシニア

層までを対象としたスポーツライフやスポーツ教室、体力づくり教室などが開催されて
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おり、多くの町民が各種施設でスポーツを楽しんでいる。 

また、「スカイアース連携事業」の一環として行われている体育授業のサポートには、

令和５年度の 129 人に対し、令和６年度は 630 人もの参加があり、連携の取組が着実に

進んでいることが伺える。 

今後も町民の多様なニーズを的確に把握しながら、事業内容の充実と施設設備の整備　

に努めていくことが重要である。 
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